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〜
マ
マ
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
〜

　グ
ル
ー
プ
を
変
え
な
が
ら
江
北
町
に

感
じ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
あ
と

は
、
用
紙
に
一
番
気
に
な
る
ワ
ー
ド
を

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
気
に
な
る
ワ
ー
ド
を
書
い

て
い
る
マ
マ
達
で
集
ま
り
、
更
に
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
行
き
ま
し

た
。　す

べ
て
の
ワ
ー
ド
を
紹
介
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、抜
粋
し
て
い
ま
す
。

 「今の江北町に何を感じていますか？」
・
住
み
や
す
い
。
自
然
が
多
く
て
良
い
環
境
。
買
物
も
し
や
す
い
。

・
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
も
思
い
っ
き
り
遊
べ
る
よ
う
な
自
由
に
使
え
る
だ

だ
っ
広
い
場
所
が
あ
る
と
い
い
な
。

・
公
園
が
少
な
い
（
ゲ
ー
ム
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
）

・
人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
っ
と
工
夫
が
必
要
だ
と
思
う
。

・
特
急
が
止
ま
る
し
、
電
車
の
本
数
も
あ
っ
て
と
て
も
住
み
や
す
い
町
。

・
産
業
が
少
な
い
。
こ
れ
か
ら
先
、
子
ど
も
た
ち
が
江
北
に
残
っ
て
、
ま
た
子

供
を
産
ん
で
育
て
て
い
く
か
は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
。

・
水
道
料
・
住
民
税
な
ど
が
高
い
。

・
地
区
に
よ
っ
て
人
口
の
差
が
あ
る
。

・
雇
用
が
少
な
い
。

・
事
故
が
多
い
。

・
交
通
の
便
が
良
い
。

・
通
学
路
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

・
発
達
障
害
の
事
で
具
体
的
に
紹
介
し

て
く
る
場
所
が
あ
る
と
よ
い
な
。

・
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

・
子
ど
も
の
情
報
の
窓
口
が
ば
ら
ば
ら

で
困
る
。

・
う
る
る
に
食
事
が
で
き
る
場
所
が
ほ

し
い
。

　実
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の
タ
イ

ト
ル
は
、
あ
る
参
加
者
の
感

想
で
す
。漢
字
一
文
字
で

『
共
』、
共
感
し
あ
え
た
喜
び

を
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　参
加
者
の
感
想
で
多
か
っ

た
漢
字
は

で
し
た
。多
く
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、「
同
じ

思
い
を
共
有
で
き
た
こ
と
。

解
決
で
き
な
く
て
も
話
せ

た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
。」と
、
あ
っ
と
い
う
間
に

終
了
の
時
間
に
な
り
ま
し

た
。　次

回
の
「
子
育
て
マ
マ
」

タ
ウ
ン
・
カ
フ
ェ
は
２
月

に
開
催
予
定
で
す
の
で
、
今

回
参
加
さ
れ
た
方
は
も
ち

ろ
ん
、
参
加
さ
れ
て
い
な
い

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

・
辺
ぴ
な
所
に
し
か
な
い

・
行
き
に
く
い
、
狭
す
ぎ
て
、
車
で
も
行
く
の

が
怖
い

・
防
災
の
時
も
使
え
る
よ
う
に
!!

・
人
の
集
ま
る
場
所
（
中
央
に
近
く
て
広
い
）

・
大
き
い
子
、小
さ
い
子
そ
れ
ぞ
れ
が
遊
べ
る

公
園
が
ほ
し
い

・
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
が
過
ご
せ
る
場
所

・
周
り
の
理
解
が
ほ
し
い

・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
自
閉
症
な
ど
に
対
す
る
療
育
サ

ポ
ー
ト
施
設
が
ほ
し
い

・
保
・
小
・
中
の
連
携
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

・
支
援
ル
ー
ム
を
も
う
少
し
少
人
数
で

・
色
々
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
い
て
い
る
が
漠
然
と

し
た
不
安
が
あ
る
。

　９
月
22
日
、
公
民
館
３
階

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
子
育

て
マ
マ
」
タ
ウ
ン
・
カ
フ
ェ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
59
名
の
マ
マ
達

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。子
育
て
中
の
女
性
と
い

う
以
外
は
年
齢
も
境
遇
も
違

う
皆
さ
ん
で
す
が
、
と
て
も

楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
で
お
話

を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　は
じ
め
の
お
題
は
、『
今
の

江
北
町
に
何
を
感
じ
て
い
ま

す
か
？
』で
す
。マ
マ
達
は
机

い
っ
ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
た
広

用
紙
に
江
北
町
の
イ
メ
ー
ジ

を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
書
き
始

め
ま
し
た
。

最後にこの日の感想を漢字一文字で表してもらいました

一
位

　楽

二
位

　共

三
位

　知

出
会
っ
た
マ
マ
た
ち
と
共
感
し
あ
え
て
よ
か
っ
た
!!
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10/1  幼児教育センター運動会

9/21  江北小学校運動会

10/1  永林寺保育園運動会

10/3  寿スポーツ大会

江北町の運動会 　
９
月
、
10
月
は
江
北
町
の

様
々
な
場
所
で
運
動
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
悪
天
候
の
た
め

に
運
動
会
の
日
程
や
場
所
が

変
更
に
な
っ
た
所
も
あ
り
ま

し
た
が
、
悪
天
候
に
も
負
け

な
い
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
元
気

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
宣
言
」

の
江
北
町
。
こ
れ
か
ら
も
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
体
力
と

気
力
の
増
進
や
融
和
と
協
調

を
図
り
、
な
に
よ
り
も
ス

ポ
ー
ツ
通
じ
て
家
族
内
で
の

対
話
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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　今月２３日にＪＲ九州が運行する SWEET TRAIN「或る列車」が１日限定で佐世保～唐津間を運行さ
れます。大分・長崎コース以外では初の運行となり、当日は肥前山口駅に停車しますので、町では歓
迎イベントを下記のとおり実施します。黄金に輝く珍しい車輌です。ぜひ一緒に「或る列車」をお出迎
えしませんか。

　今月２３日にＪＲ九州が運行する SWEET TRAIN「或る列車」が１日限定で佐世保～唐津間を運行さ
れます。大分・長崎コース以外では初の運行となり、当日は肥前山口駅に停車しますので、町では歓
迎イベントを下記のとおり実施します。黄金に輝く珍しい車輌です。ぜひ一緒に「或る列車」をお出迎
えしませんか。

　秋から年末にかけて、日没までの時間が急速に早まります。その時間帯は、
児童・生徒の下校、勤務先からの退社、買い物等の「車と人」の動きが重なり
合います。ドライバーは暗さで視野が狭くなり、交通事故を引き起こす原因
となるため、早めにライト（前照灯）を点灯し、「車と人」がお互いを早めに確
認し合い、交通事故防止を図りましょう。

イベント実施場所 イベント内容 実施時間 募集人員等

平成２８年夕暮れ時のライト（前照灯）点灯運動が実施されます

❶ 午後５時からライト（前照灯）を点灯しましょう。
❷ ライトはハイビーム（上向き）が原則です。
※前車や対向車があるときは、ロービーム（下向き）にするなど、こまめに切り替えましょう。

11月23日（祝）
JR九州 SWEET TRAIN

「或る列車」がやってきます！
11月23日（祝）
JR九州 SWEET TRAIN

「或る列車」がやってきます！

1. 実施日 平成２８年１１月２３日（祝）

午
前
の
部

午
後
の
部

西分踏切西特設会場
（田んぼ）

上り旗が目印です。
手振り旗による歓迎 １１時0６分頃 通過

先着100名様（お菓子等プレゼント）
※駐車場：老人福祉センター
※足もとが悪い場合があります
　のでご注意ください。

ＪＲ肥前山口駅
（2番ホーム）

浮立披露

手振り旗による歓迎
ビッキーお出迎え

１１時０８分 到着
１１時０９分 出発

先着100名様（お菓子等プレゼント）
※入場料無料
※駐車場：役場

ＪＲ肥前山口駅
（3番ホーム）

郷土芸能披露

手振り旗による歓迎
ビッキーお出迎え

１５時５７分 到着
１６時０７分 出発

先着100名様（お菓子等プレゼント）
※入場料無料
※駐車場：役場

【お問い合わせ】 江北町役場産業課　電話86-5615

事前の予約は不要です。手振り旗を数量限定で用意しています。
開始時間前に各実施場所にお越しください。

2. 歓迎イベント実施時間及び概要

参加者募集！

「或る列車」 HP（http://www.jrkyushu-aruressha.jp/）

ま ち の 動 きま ち の 動 き
○第１回リレーマラソン inこうほく　
　参加者募集中！

○生ごみ堆肥づくり

○有害鳥獣（カラス・カモ）の
　駆除を実施します。

○相談急増！「お試し」のつもりが定期購入に !?
－低価格をうたう広告をうのみにせず、契約の内容をきちんと確認しましょう－

●日　時　11月26日（土）　午前10時30分 START!!
●会　場　鳴江河畔公園　　 ●参加料　無料
●参加部門

①小学生部門（町内の小学3年生以上の児童で構成したチーム）
②中学生の部（町内の生徒で構成したチーム）
③一般部門（年齢・男女を問わないチーム）

●参加資格　独力で1周約1.8ｋｍを完走できる男女
●競技方法

江北町鳴江河畔公園周辺特設コースを、1チーム6人以上12人以内。
約1.8kmのコースを計12周し、21.0875㎞(ハーフマラソンの距離)をタスキリレーしてチームで完走
を目指します。

●申込締切　11月18日（金）
●申込み　事務局（役場こども教育課内0952-86-5623）

○ボランティア同時募集
大会事務局では、大会運営スタッフと一緒に大会運営のお手伝いいただ
けるボランティアスタッフを募集しています。
業務は下記のとおりとなっていますので、ご協力いただける方は是非、
江北町体育協会　陸上部　柿塚（TEL：090-1198-2008）までご連絡下さい。

●業務内容　①記録・集計班　②リレーゾーン安全管理班　③コース安全管理班

●日　時　　　　　　　　　　　　　　　　 内　容　　　　　　　場　所
11月12日（土）　午前9時30分～　　　　泥団子づくり　　　　ネイブル
11月14日（月）　午前9時30分～　　　　生ごみ堆肥づくり　　祖子分公民館
11月19日（土）　午前9時30分～　　　　泥団子づくり　　　　江北町役場

☆生ごみ堆肥づくりの時は、レジ袋･ペットボトル等をご持参ください。なお、天候によっては、中止や
場所が変更になる場合もあります。

●問い合わせ　江北町地域環境をよくする会　℡：0952-86-5617（江北町役場環境課）

　カラス等による被害を軽減するため、7月と
11月を『カラスの捕獲強化月間』として、銃
器による捕獲対策を推進しています。
　このため、猟友会により、カラス・カモの駆
除が行われます。実施時には区域への立入制限
や発砲音等により、ご迷惑おかけしますが、ご
協力お願いします。
●実施場所　江北町・大町町一円（山間部
　　　　　　・六角川沿い含む）
●実施期間　11月12日（土）、11月26日（土）
　　　　　　午前7時～午前10時まで
●問い合わせ　江北町役場産業課
　　　　　　　℡：0952-86-5615

【相談事例】
サプリメントを初回お試し価格として購入。体に合わず解約を申
し出たが、定期購入だとして拒否された。
通信販売でお試し価格500円の健康食品を注文した。一度限りだ
と思ったが２回目が届いた。解約したいが電話がつながらない。
☆アドバイス☆契約内容や解約条件を確認しましょう。

トラブルになった場合には消費生活センターや、町の消費生活
相談を利用しましょう。
消費生活窓口（どちらの会場でも相談できます）
江北町　産業課　　　火曜（月３回）　86-5615
大町町　企画政策課　水曜（月３回）　82-3112
白石町　産業創生課　木曜（毎週）　  84-7123
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　今月２３日にＪＲ九州が運行する SWEET TRAIN「或る列車」が１日限定で佐世保～唐津間を運行さ
れます。大分・長崎コース以外では初の運行となり、当日は肥前山口駅に停車しますので、町では歓
迎イベントを下記のとおり実施します。黄金に輝く珍しい車輌です。ぜひ一緒に「或る列車」をお出迎
えしませんか。

　今月２３日にＪＲ九州が運行する SWEET TRAIN「或る列車」が１日限定で佐世保～唐津間を運行さ
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迎イベントを下記のとおり実施します。黄金に輝く珍しい車輌です。ぜひ一緒に「或る列車」をお出迎
えしませんか。

　秋から年末にかけて、日没までの時間が急速に早まります。その時間帯は、
児童・生徒の下校、勤務先からの退社、買い物等の「車と人」の動きが重なり
合います。ドライバーは暗さで視野が狭くなり、交通事故を引き起こす原因
となるため、早めにライト（前照灯）を点灯し、「車と人」がお互いを早めに確
認し合い、交通事故防止を図りましょう。

イベント実施場所 イベント内容 実施時間 募集人員等

平成２８年夕暮れ時のライト（前照灯）点灯運動が実施されます
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漫画家の武富健治さんがネイブル図書コーナーに来館
　9月23日（金）、江北町生まれの漫画家　武富健治さんがネイブルに来館
されました。
　武富さんの漫画はドラマ化や映画化にもなっている「鈴木先生」（全11
巻）や7月発売の新刊　漫画訳「雨月物語」があり、これらの作品はネイブ
ル図書コーナーに所蔵しております。
　興味のある方は是非ご一読ください。

みそづくりがうるる「ママサロン」にて行われました。
　10月11日（火）、こどもセンターうるるでママサロン「味噌
づくり」が行われました。
　この日の講師は、江北町食生活改善推進協議会の皆様です。
　初めて味噌づくりを体験される方が多く、味噌をこねる時は
力が入っているようでしたが、おはなしをしながらの作業はリ
ラックスされていて、とても楽しそうでした。
　ご自宅でお味噌汁を食べるのが楽しみと言う声が多く聞こえ
てきました。
　参加された皆様お疲れさまでした。

全国訪問おはなし隊のキャラバンカーがやってきました！
　10月12日（水）、幼児教育センターに講談社「全国訪問おはなし
隊」のキャラバンカーがやってきました。
　トラックの中は、壁に素敵な絵が描かれていたり、絵本がたくさん
あったりと子どもたちは楽しみながら絵本を選んでいました。
　また、ボランティアの方に大型紙芝居などを読んでもらっていると
きは、静かに聞き入ったり、問いかけには元気に答えていました。
 この日は、子どもたちにとってたくさんの種類の絵本に出会い、楽
しい一日となったはずです。これを機会に、更に絵本に親しんでいっ
てほしいですね。

江北町教育委員会教育長に赤坂章さんが再任
　江北町教育委員会教育長に赤坂章さん（宿区）が、この度議会の同意を得て
承認されました。

【教育長とは？】
　教育の政治的中立を維持するため、町長（地方公共団体の長）から独立した
機関の長として位置づけられており、議会の同意を得て任命されます。

～こうトピ～

宝くじの助成金で太鼓等を購入しました。
　平成28年度コミュニティ助成事業（一般コミュニティ助成）の助成が上
区区に決定しました。
　上区区は、太鼓やハッピ、テント等を購入しました。
※コミュニティ助成事業は、宝くじの普及広報事業の一環として行われて

います。
・コミュニティ助成事業では、太鼓等整備（一般コミュニティ助成事業）

の他に地域火災組織育成事業・コミュニティセンター助成事業・青少年
健全育成事業等があります。

詳しくは役場政策課（℡0952-86-5612）までお問い合わせください。

こうほくTopics
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環境課下水道係からのお願い

　各家庭の台所の排水口には「クリーンます」が設置されています。
　長期間掃除をしないと排出された油脂や残飯などが、ますの中や排水管で固まってしまい、管がつまった
り悪臭等の原因になりますので、月に一回程度の清掃をお願いします。

　下水を処理する場合の一番の天敵は油です。
「クリーンます」は、台所から排出されるゴミや油を
各家庭や公共の排水管に流入させないように台所
の出口でシャットアウトするための器具です。

新聞紙を敷いたポリ袋等に回収
し、可燃物として出してください。

下水道に関するお問い合わせ ／ 役場環境課　下水道係　☎８６-５６２４

「クリーンます」清掃について

　大雨時、下水道施設へ処理能力を超えた水量が流入しています。下水道施設への負担が大きくなる事は
もとより、下水道をご利用の皆様にも、お風呂やトイレの水が流れない等というようなご不便をおかけする
事もあり得る状況です。この事から、下水道施設へ雨水が流入している箇所の修繕などの対策を講じて、雨
水等の侵入を早急に減らす必要があります。

＜町民の皆様へお願い＞
　ご自宅の下水を流している汚水ます等（下水道のフタ）が開いたり、破損がないか確認してください。異常
が見受けられましたら、環境課下水道係までご連絡ください。（浄化槽整備区域は除きます）

大雨時の下水道への雨水侵入対策について

《設置場所》
台所に接続される排水管の
途中に設置されます。

排水管

流入口

取ったゴミや油は・・・

バスケットを取りだし、中の
ゴミを捨てましょう。

水面に浮いた油は柄杓などで
すくい取ってください。

《クリーンますの構造》

流出口

ゴミ阻集用
バスケット 排水管

クリーンます

マンホール

クリーンますの清掃方法



江北町

議会だより
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●一般質問
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●条例改正
●請願
●編集後記

～スクラムがっちり！　輝け  未来の  江北町! ! ～

　私が子どもの頃は、毎日学校から帰ると、「ただいま」の声とほぼ同時に「いってきます」

と言って、家を飛び出していたように思います。背後から母親の「どこに行くとね」の声

に振り向きもせず、行き先だけを告げ、走って山や川など目的のところに向かっていまし

た。学校帰りに友だちと、どこに集まるかだけを打合せ、その場所に行けば、それぞれが、

川では水中眼鏡とタモ、釣竿、山では小刀（肥後守）など、その場所で何をするのか考えて、

道具を持って集まっていました。

　これらの道具の使い方は、先輩たちから教えてもらったり、自分たちが自然の中で使っ

ているうちに工夫したりして、会得していたように思います。

　自然の中で遊んでいる時に、自分たちがはじめて見たものや自分たちで工夫して作った

ものを「新発見」、「新発明」と言う言葉で表現していました。

　この「新発見」「新発明」は、大人たちにとっては当たり前のことだったと思います。

しかし、子どもであった私たちにとっては、自分たちの知識の中になかったり、自分たち

のもっている知識をフル動員してつくったりの「新発見」「新発明」であったと思います。

　次世代型教育のキーワードが「アクティブ・ラーニング」と言われています。テレビ・

新聞などのメディアでよく見かける言葉です。学校現場では、「何を知っているか、何が

できるか（知識・技能）」とともに、「知っていること・できることをどう使うか（思考力・

判断力・表現力）」、そしてこれらの土台であり目標である「どのように社会・世界と関わり、

よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）」という三つの柱の資質・能力に基

づいて、知・徳・体や各教科等を横断的に考えていこうとしています。この資質・能力の

育成のため、特に主体的・対話的で深い学びが重要であると考えており、まさに江北小中

学校で取り組んできた、思考力・判断力・表現力の育成（Ｈ25・26年度）、活用力の育成（Ｈ

27・28年度）の研究がこれにつながるものです。

　私たちが子どもの頃、先輩方や地域の人々、山や川など自然の中から学んだ知識を、自

分の考えを基に、友だちと会話（議論）しながら見つけ出した「新発見」「新発明」をつかって、

より良い遊びをつくっていました。これはまさしく「アクティブ・ラーニング」ではなかっ

たかと思います。地域や自然の中で、様々な体験をするなかでは、「生きて働く知」があっ

たように思います。社会に出て、どのような職業に就こうと、どのような大人になろうとも、

学んだ知識・技能が「生きて働く知」としてなければならないと私は考えています。体験

活動の重要性が叫ばれ、学校現場では、様々な体験活動を取り入れてきています。子ども

たちを「アクティブ・ラーナー」とするための準備です。

　体験活動は学校だけでは不十分だと私は思っています。昔と違い、子どもたちを取り巻

く環境が変わり、危険も増えています。大人が関わっての体験活動が良いと思います。親

として、地域の「おじさん・おばさん」として、子供たちとアウトドアに出かけてみませんか。

教 育 の
ス ス メ

「体験活動（アウトドア）に出かけてみませんか」
江北町立江北中学校　教頭　富 増  晃 二

10広
報こうほく 平成28年11月号
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問　

女
性
活
躍
推
進
法
が

施
行
さ
れ
、
一
億
総
活
躍

社
会
を
求
め
ら
れ
る
中
、

大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
幼
児
教
育
に
永

年
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
課

長
の
子
育
て
支
援
企
画
立

案
を
多
く
の
人
が
注
目
し

て
い
る
事
と
思
う
。

　

山
田
町
長
の
子
育
て
ダ

ン
ト
ツ
宣
言
の
も
と
重
責

を
担
っ
て
の
政
策
課
長
と

し
て
ど
の
よ
う
な
事
業
を

最
優
先
に
考
え
ら
れ
て
い

る
か
。
抱
負
を
含
め
伺
う
。

政
策
課
長　

町
長
の
公
約

は
勿
論
、
町
が
抱
え
る
緊

急
度
の
高
い
各
課
の
重
要

施
策
課
題
を
随
時
町
長
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
財

源
を
考
慮
し
た
上
で
優
先

的
に
取
り
組
む
事
業
を
検

討
し
、
町
長
に
申
し
出
る

事
に
し
て
い
る
。
32
年
間

幼
児
教
育
に
携
わ
っ
て
き

た
事
か
ら
子
育
て
支
援
に

大
い
に
力
を
入
れ
た
い
と

の
思
い
は
強
い
。
自
治
体

と
し
て
重
要
な
の
は
縦
軸

で
は
な
く
横
軸
と
捉
え
、

各
課
連
携
を
強
め
る
こ
と

に
よ
り
、
一
段
上
の
結
果

を
目
指
し
た
い
。

問　

だ
れ
も
が
注
目
し
て

い
た
課
で
温
か
い
目
、
厳

し
い
目
が
あ
る
の
が
事

実
。
女
性
応
援
団
と
し
て

今
迄
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
実
力
発
揮
を
願
っ
て
い

る
。
課
長
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
企
画
を
町
長
に
提
案

し
、
保
護
者
の
気
持
を
存

分
に
政
策
に
反
映
し
て
欲

し
い
。

問　

時
代
の
流
れ
と
共
に
、

子
育
て
も
多
様
化
し
て
い

る
。
子
ど
も
達
の
環
境
支

援
の
為
に
も
早
急
な
対
応

を
望
ん
で
い
る
。
ま
た
、

町
長
の
子
育
て
支
援
策
へ

の
思
い
は
町
外
の
方
に
も

憧
れ
と
な
り
、
我
が
町
へ

移
り
住
み
た
い
と
の
声
も

届
き
心
強
い
。
多
種
多
様

化
の
今
、
人
口
増
に
も
繋

が
る
目
玉
だ
と
思
っ
て
お

り
、
子
育
て
中
の
保
護
者

の
方
は
早
期
実
現
を
期
待

さ
れ
て
い
る
が
実
現
は
。

町
長　

総
事
業
費
と
し
て

４
千
万
円
が
必
要
で
、
従

来
の
給
食
費
助
成
を
差
し

引
い
て
も
３
千
万
円
の
財

源
が
必
要
と
な
る
。

　

９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

を
見
て
、
12
月
議
会
で
実

施
時
期
を
含
め
判
断
し
報

告
す
る
。

問　

前
に
質
問
し
た
折
、

定
義
上
待
機
児
童
ゼ
ロ
と

の
答
弁
だ
っ
た
が
、
保
育

園
に
入
れ
ず
働
き
た
く
て

も
仕
事
に
つ
け
ず
困
っ
て

い
る
保
護
者
が
お
ら
れ
る

こ
と
を
し
っ
か
り
知
っ
て

欲
し
い
。
子
ど
も
達
に
支

援
の
差
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

事
実
上
の
待
機
児
童
ゼ

ロ
対
策
の
取
り
組
み
を
強

く
要
望
し
た
い
。
来
年
度

は
今
以
上
に
多
く
な
る
可

能
性
が
出
て
く
る
の
で
は
。

今
だ
か
ら
こ
そ
対
応
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

４
月

時
点
で
定
義
上
待
機
児
童

ゼ
ロ
と
報
告
し
た
が
９
月

１
日
時
点
で
２
名
出
て
い

る
。
年
度
途
中
で
今
後
も

増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

町
長　

短
期
的
に
手
当
て

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
定
員
を
19
名
と

す
る
小
規
模
保
育
所
を
平

成
29
年
４
月
か
ら
開
設
出

来
る
よ
う
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
議
し
て
い
る
。

問　

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
喫

緊
の
課
題
と
し
て
い
る
町

長
の
熱
い
思
い
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。
２
名
で
あ

れ
子
ど
も
達
は
全
て
平
等
。

平
等
性
を
保
つ
為
に
も
早

急
な
取
り
組
み
を
。

町
長　

町
民
の
生
活
実
態

の
変
化
等
に
伴
い
保
育
ニ

ー
ズ
も
増
え
る
と
思
う
。

保
育
園
整
備
に
つ
い
て
町

内
で
検
討
委
員
会
を
設
け

中
長
期
的
な
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
の
結
論
を
早
急

に
出
し
た
い
。

問　

宿
、
新
宿
水
路
浚
渫

は
年
次
計
画
で
対
応
さ
れ

て
い
る
が
、
新
宿
に
於
け

る
県
道
と
Ｊ
Ｒ
間
の
公
有

水
面
に
泥
土
が
堆
積
し
雑

草
が
繁
茂
し
て
い
る
。
管

理
責
任
上
早
急
な
対
応
を

す
べ
き
で
は
。

建
設
課
長　

改
め
て
地
元

と
協
議
し
実
施
の
検
討
を

す
る
。

問　

衛
生
的
に
も
環
境
面

に
も
早
急
な
対
応
を
期
待

し
て
い
る
。

給
食
費
無
料
化
実
施
は

三
苫
紀
美
子　

議
員

・給食費無料は、ふるさと納税の状況を見て 12月議会で
　時期を判断する。
・待機児童ゼロ解消で小規模保育所を協議中。

町長

子育て支援施策を問う

待
機
児
童
ゼ
ロ
の

取
り
組
み
を

公
有
水
面
の
管
理
は

（
宿
地
区
の
公
有
水
面
の
状
況
）
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土
渕
茂
勝　

議
員

問　

こ
の
８
月
１
日
か
ら

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
の

対
象
者
の
食
費
・
居
住
費

が
大
幅
に
値
上
げ
さ
れ
た
。

　

そ
の
対
象
者
が
町
内
で
、

ま
た
杵
藤
広
域
圏
内
で
何

人
か
。

福
祉
課
長　

江
北
町
で
12

名
、
杵
藤
地
区
で
２
６
８

名
。
こ
の
数
は
要
介
護
認

定
を
受
け
た
数
で
あ
る
。

問　

そ
の
負
担
増
は
、
年

金
額
に
対
し
て
耐
え
難
い

も
の
で
、
残
酷
な
も
の
だ
。

　

私
の
知
人
の
場
合
、
食

費
が
一
食
３
９
０
円
か
ら

６
５
０
円
に
、
月
に
す
る

と
２
８
４
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

部
屋
代
が
一
日
４
２
０

円
か
ら
二
倍
近
い
８
２
０

円
に
、
ひ
と
月
に
す
る
と

１
万
２
千
円
と
な
る
。

　

合
わ
せ
る
と
４
万
４
千

円
の
と
い
う
大
幅
な
負
担

増
と
な
る
。
知
人
の
障
害

年
金
額
は
ひ
と
月
８
万
円

足
ら
ず
、
負
担
増
は
年
金

額
の
半
分
を
超
え
る
。　

　

施
設
に
留
ま
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
の
深
刻

な
状
況
だ
。

　

町
長
は
こ
う
し
た
事
態

を
生
み
出
し
て
い
る
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

町
長　

平
成
12
年
当
時

３
・
６
兆
円
だ
っ
た
介
護

給
付
費
は
、
平
成
24
年
度

で
は
11
兆
円
、
平
成
37
年

に
な
る
と
18
兆
円
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
介
護

保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
、
こ
う
し
た
負
担
を

皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
中

で
、
今
回
改
正
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
。

　

一
に
も
二
に
も
、
介
護

保
険
制
度
の
維
持
と
い
う

観
点
か
ら
の
改
正
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問　

と
い
う
こ
と
は
、
今

こ
う
い
う
事
態
に
陥
っ
て

い
る
住
民
の
苦
し
み
は
解

ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　

今
回
の
問
題
は
、
平
成

17
年
に
端
を
発
し
て
い
る
。

小
泉
内
閣
の
と
き
、
福
祉

予
算
の
自
然
増
を
抑
え
る

目
的
で
施
設
入
所
者
へ
の

負
担
増
、
食
費
や
居
住
費

を
全
額
負
担
と
し
た
。

　

そ
の
折
、
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
な
ど
の
低
所
得

者
が
施
設
か
ら
排
除
さ
れ

る
と
い
う
、
深
刻
な
状
況

が
出
て
来
た
中
で
「
補
助

給
付
」
と
い
う
名
称
で
補

助
制
度
が
で
き
て
い
る
。

　

今
回
、
こ
の
制
度
が
安

倍
政
権
の
福
祉
予
算
削
減

の
も
と
で
縮
小
さ
れ
、
深

刻
な
状
況
が
生
ま
れ
て
き

て
い
る
。

　

全
国
で
、「
約
束
違
反

だ
！
」「
施
設
か
ら
追
い

出
す
の
か
！
」
と
悲
痛
な

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

町
長
に
お
願
い
し
た
い
、

実
態
を
把
握
し
、
国
や
県

に
対
し
て
、
改
善
を
求
め

る
声
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。

町
長　

痛
み
が
わ
か
っ
て

い
な
い
と
い
う
指
摘
は
心

外
だ
。

　

国
と
県
と
市
町
の
役
割

分
担
の
中
で
、
ま
さ
に
住

民
の
福
祉
の
維
持
が
、
私

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

る
。

　

今
回
の
制
度
改
正
で
負

担
増
に
な
ら
れ
て
、
場
合

に
よ
っ
て
は
退
所
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う

い
う
不
安
を
お
持
ち
の
方

が
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
そ
う
い
う
方
た
ち
に

つ
い
て
は
、
個
別
に
相
談

を
受
け
、
ま
た
、
施
設
と

も
相
談
し
、
例
え
ば
生
活

保
護
も
含
め
た
、
他
の
制

度
も
含
め
た
形
で
、
こ
れ

ま
で
通
り
入
所
し
て
い
た

だ
け
る
、
そ
う
い
う
具
体

的
な
提
案
、
取
り
扱
い
を

す
る
と
い
う
こ
と
が
私
に

課
せ
ら
れ
た
責
任
だ
と
思

っ
て
い
る
。

問　

国
や
県
に
声
を
上
げ

て
ほ
し
い
。

町
長　

し
か
る
べ
き
検
討

を
し
た
上
で
、
し
か
る
べ

き
場
面
で
、
必
要
に
応
じ

て
声
を
あ
げ
た
い
。

一
般
質
問

検討し、必要に応じて声を上げたい町長

食費・部屋代引き上げ残酷だ！
改善を求めるよう国にあげてほしい

特別養護老人ホーム
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池
田
和
幸　

議
員

政策と財源はセットとして考えていく必要があり、経営とし
て、庁内全体を町制の推進という観点で仕事をしていく

町長

課の設置に伴う組織機構の見直しに
ついて

問　

８
月
に
機
構
見
直
し

を
行
っ
た
理
由
は
。

町
長　

３
月
に
就
任
を
し
、

条
例
改
正
等
で
４
月
か
ら

は
で
き
ず
、
６
月
に
改
正

を
行
い
、
９
月
議
会
の
前

の
８
月
１
日
付
と
し
た
。

問　

組
織
強
化
の
た
め
に

政
策
課
を
設
置
し
た
訳
は
。

町
長　

政
策
と
財
源
は
セ

ッ
ト
と
し
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
経
営
と
し

て
企
画
課
で
は
な
く
、
ト

ー
タ
ル
で
進
め
て
い
く
た

め
に
、
政
策
課
と
し
た
。

問　

政
策
課
は
政
策
推
進

体
制
の
強
化
を
図
る
と
言

わ
れ
る
が
、
ど
う
強
化
し

た
い
の
か
。

町
長　

総
務
企
画
課
の
時

は
大
変
大
所
帯
で
あ
っ
た

た
め
、
人
員
体
制
も
強
化

を
し
た
。
更
に
経
営
と
い

う
立
場
で
、
全
体
を
う
ま

く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
庁

内
全
体
の
町
制
の
推
進
と

い
う
観
点
で
仕
事
を
し
て

い
く
べ
き
と
思
う
。

問　

政
策
課
長
と
し
て
の

進
め
方
は
。

政
策
課
長　

縦
軸
で
は
な

く
横
軸
で
連
携
を
し
て
い

く
。
司
令
塔
は
担
当
課
で

あ
っ
て
も
実
行
は
全
課
で

あ
り
、
事
業
に
対
し
て
町

職
員
全
員
が
一
体
化
す
る

こ
と
で
、
一
段
上
の
結
果

が
目
指
せ
る
と
考
え
て
い

る
。

問　

産
業
課
に
商
工
係
を

移
し
た
配
置
転
換
と
商
工

会
及
び
事
業
者
等
へ
の
取

り
組
み
へ
の
考
え
は
。

町
長　

商
工
係
の
配
置
替

え
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

返
礼
品
は
農
産
物
及
び
工

業
製
品
で
あ
る
と
い
う
区

別
は
な
い
。

　

ま
た
６
次
産
業
化
の
中
、

農
商
工
連
携
が
一
つ
の
テ

ー
マ
で
あ
り
、
産
業
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
と
思
う
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現

在
の
状
況
は
。

町
長　

９
月
１
日
～
７
日

ま
で
で
４
２
１
件
、
６
５

１
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

問　

１
週
間
で
成
果
が
表

れ
て
い
る
が
、
懸
念
材
料

は
な
い
の
か
。

産
業
課
長　

町
の
魅
力
と

し
て
返
礼
品
を
発
掘
し
、

返
礼
品
を
御
提
供
い
た
だ

く
事
業
者
を
増
や
す
こ
と

も
一
つ
の
材
料
に
な
る
と

思
う
。

問　

教
育
課
に
関
し
て
、

幼
保
小
連
携
の
教
育
、
子

育
て
支
援
を
一
本
化
に
進

め
る
と
言
わ
れ
る
が
。

町
長　

教
育
と
子
育
て
支

援
両
方
が
こ
れ
か
ら
の
教

育
委
員
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

だ
と
思
う
。
同
じ
場
所
で

同
じ
課
長
の
も
と
で
議
論

を
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
今
回
こ
ど
も
教
育
課

と
し
た
。

問　

九
州
新
幹
線
長
崎
ル

ー
ト
で
の
県
と
の
か
か
わ

り
は
。

町
長　

就
任
当
日
に
山
口

知
事
を
訪
問
し
、
３
月
に

県
の
新
幹
線
・
地
域
交
通

課
の
課
長
に
来
て
い
た
だ

き
、
現
在
の
状
況
を
直
接

報
告
い
た
だ
い
た
。

問　

県
主
催
の
検
討
会
の

開
催
及
び
参
加
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

政
策
課
長　

４
つ
の
協
議

会
や
会
議
に
参
加
し
て
い

る
。
①
新
幹
線
さ
が
未
来

づ
く
り
協
議
会
（
年
２

回
）、
②
九
州
新
幹
線
西

九
州
ル
ー
ト
事
務
連
絡
調

整
会
議
（
年
４
回
）、
③

複
線
化
事
業
の
環
境
影
響

評
価
の
事
務
協
議（
年
３
・

４
回
）、
④
長
崎
本
線
沿

線
地
域
対
策
等
連
絡
会
議

が
本
年
８
月
よ
り
開
催
と

な
り
、
今
後
年
４
回
開
催

さ
れ
る
予
定
。

問　

都
市
圏
か
ら
の
移
住

や
観
光
客
増
を
促
す
た
め

の
取
組
み
は
。

町
長　

町
制
の
発
展
に
活

用
さ
せ
る
た
め
に
も
、
情

報
を
的
確
に
把
握
し
、
町

に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な

取
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
後
、
駅
南
に
つ
い

て
の
周
辺
開
発
は
。

町
長　

バ
イ
パ
ス
に
近
く
、

町
外
の
方
の
利
用
も
含
め

て
、
駅
南
も
含
め
た
駅
周

辺
全
体
の
構
想
が
必
要
と

思
う
。

町
長　

町
制
の
発
展
に
活
用
さ
せ
る
た
め
に
も
、

情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
町
に
プ
ラ
ス
に
な

る
よ
う
な
取
組
み
を
し
て
い
き
た
い

新
幹
線
開
業
に
向
け
た
取
組
み
は

町のふるさと納税はさ
● ● ● ●

とふるへ
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問　

イ
オ
ン
南
側
の
町
道

宿
～
東
分
線
に
は
、
新
興

住
宅
地
が
増
え
、
登
下
校

の
学
生
や
路
地
等
で
遊
ぶ

児
童
が
多
い
。
こ
の
周
辺

は
、
通
学
路
指
定
に
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
周
辺
の

ゾ
ー
ン
30
の
設
置
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

総
務
課
長　

ゾ
ー
ン
30
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、

歩
行
者
の
通
行
が
優
先
さ

れ
、
通
過
交
通
が
可
能
な

限
り
抑
制
さ
れ
る
。
設
定

さ
れ
る
地
域
住
民
の
方
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
今

後
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

小
・
中
学
校
の
通
学

路
に
つ
い
て
、
今
後
の
安

全
対
策
を
聞
き
た
い
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

江
北

町
で
は
毎
年
８
月
に
関
係

機
関
（
教
育
委
員
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
交
通
安
全
協
会
・

白
石
警
察
署
・
職
員
）
で

合
同
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
も
８
月
25
日
に
、

通
学
路
の
合
同
点
検
を
実

施
し
町
内
14
か
所
を
点
検

し
た
。
今
後
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

学
校
と
連
携
し
て
、
イ
オ

ン
南
側
周
辺
の
通
学
路
指

定
、
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
協
議
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

学
校
前
の
道
路
、
東

分
～
祖
子
分
線
に
つ
い
て
、

小
道
か
ら
大
通
に
で
る
際
、

一
旦
停
止
の
白
線
が
つ
い

て
い
な
い
道
路
が
多
数
あ

り
歩
道
ま
で
車
が
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
出
る
形
に
な
る
。

歩
行
者
、
二
輪
、
四
輪
の

視
点
で
再
度
交
通
安
全
対

策
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

歩
車
道
が
交
わ
る

場
所
に
つ
い
て
は
、
通
学

路
を
中
心
と
し
て
再
点
検

を
し
て
い
き
た
い
。

問　

学
校
前
の
道
路
、
東

分
～
祖
子
分
線
は
植
木
の

撤
去
と
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

設
置
工
事
が
始
ま
っ
て
い

る
。
現
在
３
９
０
Ｍ
で
止

ま
っ
て
い
る
が
、
当
初
予

定
さ
れ
て
い
た
残
り
４
９

０
Ｍ
に
つ
い
て
は
い
つ
頃

工
事
が
始
ま
る
の
か
。
あ

わ
せ
て
、
小
学
校
前
の
茶

色
の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
は
強

度
の
あ
る
も
の
に
変
更
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
い

つ
ご
ろ
か
。

建
設
課
長　

平
成
30
年
度

完
了
を
目
標
に
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。
学
校
前

に
つ
い
て
も
30
年
度
で
計

画
を
し
た
い
。

問　

高
砂
グ
ラ
ン
ド
は
、

高
齢
者
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
等
多
数
の
利
用
が
あ

る
。
長
年
の
雨
風
で
グ
ラ

ン
ド
内
で
岩
盤
が
む
き
出

し
に
な
っ
て
い
る
。
日
よ

け
の
設
置
等
あ
わ
せ
て
改

修
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

他
の

社
会
体
育
施
設
に
つ
い
て

も
改
修
時
期
に
来
て
い
る

こ
と
か
ら
、
優
先
順
位
を

決
め
て
計
画
的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

問　

鳴
江
公
園
の
利
活
用

に
つ
い
て
町
の
考
え
を
聞

き
た
い

政
策
課
長　

町
民
の
方
に

気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
除
草
・
清
掃

に
努
め
て
い
る
。

　

利
活
用
に
つ
い
て
の
計

画
は
、
現
時
点
で
は
立
て

て
い
な
い
が
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
空
間
と
し

て
改
善
に
努
め
て
い
き
た

い
。

金
丸　

新
興
住
宅
地
の
方

等
、
鳴
江
公
園
を
知
ら
な

い
町
民
も
多
い
。

　

案
内
看
板
の
設
置
や
、

イ
ベ
ン
ト
、
子
ど
も
達
の

体
験
学
習
な
ど
で
周
知
・

活
用
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
場
と
し
て
公
園
は
重

要
な
役
割
を
持
つ
と
考
え

る
。
ま
た
、
公
園
に
行
っ

て
み
よ
う
と
す
る
意
欲
、

人
が
動
く
力
が
町
の
活
性

化
に
繋
が
る
。

　

他
の
市
町
の
公
園
等
も

視
察
を
し
、
人
で
溢
れ
る

よ
う
な
公
園
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

金
丸
祐
樹　

議
員

通学路を中心に再点検していく町長

小学校・中学校近辺及びイオン南側
の交通安全対策について問う

高
砂
グ
ラ
ン
ド
の
改
修
と
鳴
江
公
園
の
活
用
に
つ
い
て利活用が期待される鳴江公園

ゾーン３０の設置例 歩道に飛び出す車両
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問　

本
町
に
お
け
る
空
き

家
等
の
調
査
と
現
況
の
把

握
は
。

政
策
課
長　

平
成
24
年
６

月
の
区
長
会
に
お
い
て
、

空
き
家
調
査(

ア
パ
ー
ト

を
除
く)

を
依
頼
し
、
そ

の
結
果
、
１
２
５
件
の
空

き
家
を
確
認
し
て
い
る
。

問　

平
成
25
年
度
以
降
の

空
き
家
等
の
申
し
出
件
数

と
そ
の
対
応
は
。

政
策
課
長　

平
成
25
年
度

に
６
件
、
平
成
26
年
度
に

20
件
、
平
成
27
年
度
に
７

件
出
て
お
り
、
全
て
立
入

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
助

言
・
指
導
が
32
件
、
勧
告

が
６
件
、
そ
の
内
14
件
が

対
応
を
完
了
し
て
い
る
。

問　

本
年
７
月
か
ら
、
委

託
業
者
に
よ
る
、
本
町
全

域
で
の
空
き
家
調
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
。

政
策
課
長　

本
町
全
域
の

空
き
家
等
の
戸
数
及
び
状

態
の
把
握
、
空
き
家
等
情

報
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
、

空
き
家
等
台
帳
及
び
地
図

帳
の
作
成
を
依
頼
し
て
い

る
。
業
務
委
託
期
間
は
６

月
30
日
か
ら
12
月
28
日
、

調
査
期
間
は
７
月
15
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。

町
長　

空
き
家
問
題
に
つ

い
て
は
、
江
北
町
の
み
な

ら
ず
、
全
国
的
な
問
題
と

思
っ
て
い
る
。
今
回
の
事

業
で
行
っ
て
い
る
調
査
に

よ
り
全
体
像
を
把
握
し
た

上
で
、
利
用
可
能
な
空
き

家
、
既
に
利
用
し
て
い
る

空
き
家
、
こ
れ
か
ら
活
用

さ
れ
る
空
き
家
、
一
方
、

利
用
不
能
な
空
き
家
の
中

で
、
特
定
家
屋
と
そ
う
で

な
い
家
屋
、
既
に
措
置
が

で
き
て
い
る
家
屋
な
ど
を

整
理
し
、
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
家
屋

を
含
め
、
土
地
を
寄
付
し

た
い
と
い
う
方
が
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
町
で
管

理
す
る
と
な
れ
ば
、
財
政

負
担
も
生
じ
る
の
で
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
も
、
制

度
、
仕
組
み
を
考
え
て
い

き
た
い
。

問　

周
辺
に
危
険
を
及
ぼ

す
空
き
家
の
判
断
は
誰
が

す
る
の
か
。

政
策
課
長　

国
が
示
し
た

手
引
き
を
参
照
し
て
策
定

し
た
住
宅
の
不
良
度
判
定

の
手
引
き
を
も
と
に
、
江

北
町
空
き
家
等
不
良
度
判

定
委
員
会
が
判
定
す
る
。

問　

危
険
家
屋
を
解
体
し

た
跡
地
を
そ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
、
草
木
が
生
い
茂

り
、
周
辺
に
迷
惑
が
か
か

る
。
本
町
が
条
例
上
の
助

成
を
す
る
上
で
、
問
題
が

生
じ
な
い
よ
う
、
所
有
者

等
に
対
し
て
、
何
ら
か
の

条
件
を
つ
け
る
べ
き
と
思

う
が
。

副
町
長　

こ
れ
ま
で
は
、

地
域
の
方
や
区
長
か
ら
早

く
壊
し
て
ほ
し
い
と
の
申

し
出
で
、
補
助
金
等
で
対

応
し
て
き
た
。
壊
し
た
後

は
、
一
時
的
に
バ
ラ
ス
等

を
敷
い
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
対
策
ま
で
は
考
え
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
今
後

検
討
す
る
。

問　

本
町
の
空
き
家
等
に

関
す
る
条
例
や
危
険
家
屋

等
を
除
去
す
れ
ば
、
上
限

50
万
円
の
助
成
が
あ
る
こ

と
を
町
民
に
周
知
す
べ
き

で
は
。

政
策
課
長　

広
報
と
い
う

も
の
は
す
ご
く
重
要
と
捉

え
て
い
る
の
で
、
徹
底
し

て
周
知
し
て
い
く
。

問　

平
成
27
年
５
月
26
日

か
ら
「
空
き
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
措
置
法
」

が
完
全
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
平
成
25
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
江

北
町
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
及
び
施

行
規
則
」
の
見
直
し
が
必

要
と
思
う
が
。

町
長　

先
行
し
た
条
例
と

後
で
で
き
た
法
律
の
整
合

性
を
と
り
な
が
ら
、
整
理

す
る
。

渕
上
正
昭　

議
員

本年、江北町全域で空き家調査をしている。この調査結果を
踏まえ、利用可能な空き家、管理不全な空き家等を整理し、
空き家対策を進めていく。

町長

空き家等の対策について

空き家の様子

空き家の様子

空き家の様子
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問　

我
が
町
の
土
地
開
発

公
社
は
い
つ
頃
、
ど
う
い

っ
た
メ
ン
バ
ー
で
設
立
さ

れ
た
の
か
。

政
策
課
長　

設
立
は
平
成

４
年
４
月
で
、
副
町
長
が

理
事
長
で
、
議
長
、
副
議

長
、
役
場
課
長
７
名
が
理

事
と
現
在
は
な
っ
て
い
る
。

監
事
は
町
監
査
委
員
２
名

で
事
務
局
は
政
策
課
で
あ

る
。

問　

設
立
の
目
的
は
ど
う

い
っ
た
も
の
で
、
現
在
も

目
的
通
り
運
営
で
き
て
い

る
の
か
。

政
策
課
長　

公
共
用
地
、

公
用
地
等
の
取
得
、
造
成

管
理
処
分
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
秩
序
あ

る
整
備
と
振
興
に
資
す
る

と
と
も
に
、
町
民
福
祉
の

増
進
に
寄
与
し
、
豊
か
な

町
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

現
在
も
目
的
達
成
の
た
め

業
務
を
行
っ
て
い
る
。

問　

最
近
、
取
得
し
た
土

地
に
つ
い
て
、
議
会
へ
の

用
途
の
説
明
が
不
十
分
で

は
な
か
っ
た
か
。

副
町
長　

町
か
ら
依
頼
さ

れ
た
か
ら
公
社
は
土
地
を

買
収
し
た
。
土
地
の
用
途

に
つ
い
て
は
町
長
が
変
わ

っ
た
為
起
き
て
い
る
。
土

地
の
用
途
に
つ
い
て
は
も

う
し
ば
ら
く
待
っ
て
も
ら

い
た
い
。

問　

土
地
の
用
途
に
つ
い

て
説
明
が
で
き
な
い
と
い

う
の
は
公
社
の
先
走
り
で

は
な
い
の
か
。
公
社
内
で

よ
く
議
論
さ
れ
た
の
か
。

基
金
を
活
用
し
て
の
土
地

取
得
に
な
る
以
上
当
然
金

利
等
も
発
生
し
て
く
る
。

こ
の
ま
ま
、
土
地
の
塩
ず

け
状
態
が
続
け
ば
町
に
損

失
を
与
え
か
ね
な
い
。

副
町
長　

当
初
は
公
園
用

地
と
し
て
買
収
し
た
が
、

町
長
が
変
わ
っ
た
時
点
で

公
園
用
地
は
他
に
も
探
し

て
み
て
は
と
な
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
決
し
て

先
走
り
と
は
思
っ
て
な
い
。

今
ま
で
も
、
公
社
は
土
地

の
先
行
取
得
を
行
い
、
例

え
ば
、
駅
南
地
区
の
整
備

さ
れ
た
道
路
を
中
心
に
街

づ
く
り
も
出
来
て
き
た
と

思
う
。
あ
く
ま
で
、
公
社

は
町
の
依
頼
で
動
い
て
い

る
。

問　

そ
の
、
町
と
公
社
の

な
れ
あ
い
が
お
か
し
い
と

思
う
。
駅
南
の
開
発
も
終

わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
現

在
、
ま
だ
土
地
開
発
公
社

は
必
要
な
の
か
。
必
要
な

ら
ば
構
成
メ
ン
バ
ー
に
民

間
の
識
者
等
を
加
え
新
し

い
ス
タ
イ
ル
で
始
め
る
考

え
は
町
長
に
は
な
い
の
か
。

町
長　

宅
地
が
だ
ん
だ
ん

埋
ま
っ
て
き
て
い
る
今
の

段
階
で
将
来
必
要
な
公
共

施
設
用
地
と
し
て
、
公
社

が
先
行
取
得
す
る
必
要
が

こ
れ
か
ら
増
し
て
く
る
と

思
う
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か

ら
が
、
土
地
開
発
公
社
の

存
在
意
義
が
あ
る
と
思
う
。

構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

は
今
ま
で
通
り
で
運
営
し

た
ほ
う
が
機
動
的
な
活
動

が
出
来
る
と
思
う
が
、
他

の
自
治
体
の
事
例
を
是
非

研
究
し
て
、
外
部
の
人
材

を
入
れ
て
運
営
し
た
ほ
う

が
い
い
か
研
究
し
た
い
。

問　

我
が
町
で
交
通
事
故

が
多
い
の
は
ひ
と
つ
に
江

北
バ
イ
パ
ス
の
交
通
量
の

多
さ
に
原
因
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
バ
イ

パ
ス
入
口
の
東
分
と
上
惣

に
誘
導
版
を
設
置
し
て
車

量
の
分
散
を
図
っ
て
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

町
長　

迂
回
と
い
う
よ
り

本
格
的
な
道
路
の
整
備

等
々
で
対
策
し
た
い
。

問　

我
が
町
で
は
高
齢
者

に
よ
る
事
故
率
も
高
く
な

っ
て
い
る
。
町
と
し
て
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

導
入
や
タ
ク
シ
ー
券
の
補

助
等
の
充
実
を
図
り
、
高

齢
者
の
免
許
証
の
返
還
を

奨
励
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

交
通
安
全
に
資
す

る
事
は
何
で
も
や
り
た
い

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
予
算
も
伴

う
こ
と
な
の
で
優
先
順
位

を
つ
け
て
や
り
た
い
。

田
中
宏
之　

議
員

これからこそ土地開発公社の存在意義がある。
メンバーは他の自治体も研究してみたい。

町長

我が町の土地開発公社について問う

交
通
事
故
防
止
に

つ
い
て

町
長 

交
通
安
全
に
資

す
る
事
は
な
ん
で
も

や
り
た
い

朝・夕のラッシュ時の
江北バイパスの様子
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井
上
敏
文　

議
員

駅の振興策を整理し、署名運動で特急停車を要望する
飲食店街の歩道整備は、今年度地元説明会の予定

町長

問　

新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト

は
、
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ

イ
ン
の
開
発
の
遅
れ
を
受

け
、
武
雄
温
泉
駅
で
在
来

特
急
と
新
幹
線
と
を
乗
り

継
ぐ
リ
レ
ー
方
式
に
よ
り

６
年
後
に
暫
定
開
業
す
る

こ
と
で
Ｊ
Ｒ
、
県
等
の
関

係
者
で
合
意
し
た
。
知
事

は
、
あ
く
ま
で
も
フ
リ
ー

ゲ
ー
ジ
導
入
の
前
提
で
あ

る
と
言
っ
て
い
る
が
、
一

方
、
県
内
に
は
フ
ル
規
格

待
望
の
声
も
あ
る
。
町
長

は
、
本
町
に
と
っ
て
こ
の

新
幹
線
、
今
後
ど
の
よ
う

な
運
行
が
望
ま
し
い
と
思

わ
れ
る
の
か
。
新
幹
線
リ

レ
ー
方
式
に
よ
り
山
口
駅

へ
の
停
車
便
数
が
今
よ
り

減
る
と
な
れ
ば
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
。
本
町
に

と
っ
て
特
急
が
止
ま
る
か

止
ま
ら
な
い
か
は
死
活
問

題
。
町
長
の
公
約
に
「
１

万
人
署
名
運
動
で
Ｊ
Ｒ
特

急
の
全
便
停
車
を
実
現
」

と
あ
る
。
こ
れ
に
い
つ
頃

か
ら
取
り
掛
か
る
の
か
。

町
長　

本
町
に
と
っ
て
望

ま
し
い
運
行
形
態
は
、
今

後
、
様
々
な
情
報
を
キ
ャ

ッ
チ
し
、
江
北
町
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。
観
光
列

車
「
或
る
列
車
」
が
肥
前

山
口
駅
に
停
車
す
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
捉
え
て
情
報
発
信
に

つ
な
げ
た
い
。
山
口
駅
の

振
興
策
に
つ
い
て
は
、
ハ

ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
整

理
し
て
い
く
。
特
急
全
便

停
車
実
現
１
万
人
署
名

は
、
駅
弁
復
活
等
の
活
性

化
策
を
行
っ
た
う
え
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

を
し
て
い
き
た
い
。

問　

新
幹
線
リ
レ
ー
方
式

の
暫
定
開
業
を
契
機
と
し

て
、
駅
北
地
区
整
備
に
取

り
掛
か
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
公
約
に
駅

北
口
再
開
発
を
進
め
る
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
都
市
計

画
事
業
に
か
か
わ
っ
て
く

る
。
今
後
、
駅
北
整
備
計

画
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

新幹線リレー方式開通をにらんだ
駅北地区の整備計画を

町
長　

来
年
１
月
か
ら
２
月
に
開
催
す
る

町
長
と
語
る
会
の
開
催
は

町
長　

新
幹
線
の
暫
定
開

業
を
待
た
ず
に
、
今
で
き

る
様
々
な
地
域
活
性
化
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

都
市
計
画
の
決
定
は
検
討

し
て
い
る
。
県
の
検
討
が

平
成
30
年
以
降
で
あ
り
、

そ
の
く
ら
い
に
あ
る
程
度

の
絵
は
出
し
て
い
き
た
い
。

問　

駅
北
地
区
整
備
の
一

環
で
あ
る
駅
北
飲
食
店
街

の
交
通
安
全
対
策
と
し
て

の
歩
道
整
備
の
進
捗
は
。

町
長　

県
土
木
事
務
所
に

よ
れ
ば
、
年
度
内
に
地
元

説
明
会
を
開
催
し
、
来
年

度
事
業
認
可
、
再
来
年
に

実
施
出
来
れ
ば
と
聞
い
て

い
る
。
補
償
物
件
も
あ
り

着
工
は
そ
れ
以
降
に
な
る
。

問　

我
が
町
で
は
24
年
ぶ

り
に
町
長
が
交
代
し
、
町

民
は
、
新
町
長
の
か
じ
取

り
に
大
い
に
期
待
し
て
い

る
と
思
う
。
山
田
町
長
は

町
長
に
就
任
し
て
半
年
が

過
ぎ
た
。「
鉄
は
熱
い
う

ち
に
打
て
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
も
あ
る
。
い
ま
、
町

民
と
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ

て
、
現
場
の
生
の
声
を
聞

く
時
期
で
は
な
い
か
と
思

う
。
新
町
長
に
寄
せ
る
期

待
が
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に

町
民
と
語
る
場
を
設
け
た

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長
の
公
約
に
も
「
町
民

と
の
対
話
の
場
、
出
前
談

義
」
と
あ
る
。
早
め
に
開

催
し
た
方
が
い
い
と
思
う

が
町
長
の
所
見
を
。

町
長　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

考
え
た
う
え
で
１
年
以
内

に
行
い
た
い
。
年
明
け
１

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
開

催
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

進む駅北飲食店街の歩道設置等の安全対策と
駅を含む地域活性化策
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一
般
質
問
に
入
る
前
に

今
回
岳
地
区
で
、
雨
不
足

に
よ
る
干
ば
つ
が
発
生
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
町
長

始
め
関
係
各
課
の
連
携
に

よ
り
迅
速
に
対
応
し
て
頂

き
、
上
小
田
土
木
を
代
表

し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

問　

国
保
事
業
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
広
域
化
、
つ

ま
り
県
の
方
で
事
務
取
扱

に
な
る
予
定
で
あ
る
が
、

町
で
国
保
事
業
会
計
を
し

て
い
る
現
在
、
ど
う
変
わ

っ
て
い
く
の
か
。　
　

福
祉
課
長　

平
成
30
年
度

か
ら
県
が
、
県
内
市
町
と

と
も
に
国
保
の
運
営
と
な

り
、
佐
賀
県
は
財
政
運
営

の
責
任
主
体
で
、
安
定
的

な
財
政
運
営
と
県
内
統
一

的
な
運
営
方
針
で
進
ん
で

い
く
事
業
に
替
わ
っ
て
い

く
。
県
内
全
体
の
医
療
費

等
の
見
込
み
を
た
て
、
市

町
毎
の
納
付
金
の
額
を
決

定
し
て
、
こ
れ
を
市
町
が

県
に
納
付
す
る
こ
と
に
な

る
。
保
険
給
付
費
、
医
療

費
等
に
要
し
た
費
用
、
今

は
各
市
町
が
国
保
連
合
会

に
支
払
い
を
し
て
、
そ
こ

か
ら
医
療
機
関
の
方
に
支

払
い
を
し
て
い
た
分
、
そ

れ
が
保
険
給
付
費
に
か
か

っ
た
分
、
全
て
県
の
方
か

ら
く
る
。
そ
れ
を
各
市
町

が
払
う
形
に
な
る
。
市
町

が
行
う
役
割
は
、
県
が
示

す
標
準
税
率
を
参
考
に
、

国
保
の
税
率
を
新
た
に
定

め
、
こ
れ
を
賦
課
徴
収
す

る
こ
と
に
な
る
。
資
格
管

理
、
保
険
給
付
、
特
定
健

診
等
の
保
険
事
業
に
つ
い

て
は
、
従
来
通
り
町
の
方

で
行
う
事
と
役
割
分
担
が

決
め
ら
れ
て
い
る
。　
　

問　

県
が
統
一
的
な
管
理

を
し
て
い
く
中
で
、
今
町

に
あ
る
国
保
運
営
協
議
会

は
存
続
す
る
の
か　
　
　

福
祉
課
長　

今
ま
で
通
り

存
続
す
る
。
県
の
方
に
も

新
た
に
国
保
運
営
協
議
会

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

問　

広
域
化
し
た
場
合
、

国
保
の
被
保
険
者
に
対
し

て
ど
の
程
度
の
メ
リ
ッ
ト

が
出
て
く
る
の
か
。

福
祉
課
長　

年
に
３
％
か

ら
４
％
上
昇
し
て
い
る
医

療
費
、
県
内
で
平
準
化
さ

れ
持
続
可
能
な
保
険
に
な

っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。　
　
　
　

問　

29
年
度
で
約
一
億
円

の
赤
字
に
な
る
予
想
と
の

答
弁
だ
が
、
こ
の
ま
ま
広

域
化
に
い
け
る
の
か
。
又
、

赤
字
解
消
の
た
め
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
を

考
え
て
い
る
の
か

町
長　

現
在
税
率
の
改
定

に
つ
い
て
諮
問
の
お
願
を

し
て
い
る
中
、
具
体
的
な

発
言
は
差
し
控
え
た
い
。

基
本
的
な
考
え
を
少
し
話

す
と
、
物
事
に
は
３
つ
の

解
決
方
法
、
つ
ま
り
１
番

目
に
自
助
２
番
目
に
共
助
、

３
番
目
に
公
助
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
一
般
会

計
か
ら
の
支
出
は
正
に
公

助
。
答
申
を
受
け
た
上
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出

し
に
つ
い
て
も
そ
の
後
で
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
検

坂
井
正
隆　

議
員

税率改定について諮問をお願いしている。一般会計からの
繰り出し（赤字補填）についてもその後検討

町長

国民健康保険事業特別会計　平成30年度広域化に
伴う県への移管　累積赤字のまま出来るのか

問　

前
観
音
下
線
、
歩
道

の
設
置
を
さ
れ
て
い
る
が
、

通
学
路
の
変
更
は

こ
ど
も
教
育
課
長　

道
路

新
設
に
よ
り
、
片
側
に
歩

道
の
設
置
が
さ
れ
て
い
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
通
学
路

の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

完
成
し
た
後
に
交
通
状
況

等
を
見
な
が
ら
変
更
に
つ

い
て
は
関
係
者
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

問　

６
月
議
会
で
観
音
下

～
東
分
線
歩
道
の
設
置
に

つ
い
て
質
問
し
た
が
、
そ

の
後
の
検
証
は
進
ん
で
い

る
の
か
、
町
長
の
言
葉
に

未
来
志
向
と
い
う
考
え
が

あ
る
の
で
、
将
来
の
子
供

達
の
為
に
歩
道
の
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。　
　
　

町
長　

当
然
歩
道
の
整
備

と
言
う
事
に
な
れ
ば
、
そ

こ
そ
こ
予
算
も
か
か
る
し

時
間
も
か
か
る
。
歩
道
の

整
備
を
含
め
た
安
全
対
策

と
言
う
意
味
で
、
い
ろ
ん

な
知
恵
も
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
ぜ
ひ
地
元

と
相
談
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

坂
井　

ぜ
ひ
地
元
に
出
て

来
て
い
た
だ
き
、
町
民
と

の
融
和
を
図
り
な
が
ら
話

の
な
か
で
、
地
元
の
意
見

も
取
り
入
れ
将
来
の
子
ど

も
達
の
為
に
な
る
安
全
安

心
な
歩
道
が
出
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

安
心
安
全
な
通
学
路
を

討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

歩道が無い観音下～東分線

と
思
っ
て
い
る
。
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特別委員会において審議の結果、平成27年度決算を認定

一般会計及び特別会計歳入歳出決算審議

歳
入

問　

児
童
福
祉
費
の
保
護

者
負
担
金
30
件
は
回
収
で

き
た
の
か
。

政
策
課
長
補
佐　

現
年
度

分
の
収
納
率
が
98
・
７
％
、

滞
納
分
の
収
納
率
が
28
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。
滞

納
の
件
数
に
つ
い
て
は
、

現
年
度
分
が
３
件
、
過
年

度
分
が
27
件
と
な
っ
て
い

る
。

問　

公
有
水
面
の
使
用
料

の
徴
収
件
数
は
。

副
町
長　

営
利
を
目
的
と

し
た
事
業
者
が
８
件
で
、

個
人
の
家
の
出
入
り
に
つ

い
て
は
免
除
し
て
い
る
。

問　

児
童
手
当
の
人
数
１

４
，
０
０
０
人
は
、
延
べ

人
数
か
。

政
策
課
長
補
佐　

延
べ
人

数
で
あ
る
。

問　

財
政
調
整
基
金
利
子
、

減
債
基
金
利
子
は
、
基
金

に
入
れ
る
の
か
。

政
策
課
長
補
佐　

利
子
は
、

基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
。

問　

27
年
度
は
教
育
手
数

料
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い

が
、
そ
の
理
由
は
。

政
策
課
長
補
佐　

平
成
27

年
度
か
ら
子
ど
も
子
育
て

支
援
法
の
施
行
に
基
づ
き
、

教
育
手
数
料
は
取
ら
な
い

こ
と
と
な
っ
た
。

問　

一
般
寄
附
金
は
、
平

成
26
年
度
ま
で
は
あ
っ
た

が
、
平
成
27
年
度
に
は
計

上
さ
れ
て
い
な
い
が
。

政
策
課
長
補
佐　

平
成
27

年
度
は
、
一
般
寄
附
金
は

な
か
っ
た
。

歳
出

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
作
成
状
況
、
申
請
者

と
カ
ー
ド
の
発
行
数
は
。

町
民
課
長
補
佐　

８
月
31

日
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
申
請
者
は
５
５
５
件
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
実
交
付
件

数
は
４
３
３
件
と
な
っ
て

い
る
。

問　

総
務
管
理
企
画
費
の

交
付
金
の
不
用
額
８
，
２

９
７
，
２
４
６
円
の
理
由

は
。

政
策
課
長
補
佐　

主
な
も

の
は
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促

進
支
援
事
業
（
県
外
か
ら

町
内
の
企
業
に
就
職
す
れ

ば
、
１
件
当
た
り
１
５
０

万
円
の
補
助
金
を
そ
の
企

業
に
人
材
育
成
と
し
て
支

払
う
）
で
、
３
企
業
を
計

上
し
て
い
た
が
、
１
件
も

就
職
が
な
か
っ
た
の
で
、

４
５
０
万
円
の
不
用
額
と

な
っ
た
。
ま
た
、
空
き
家

と
仕
事
を
繋
ぐ
移
住
・
定

住
支
援
事
業
（
県
外
か
ら

農
業
法
人
に
就
職
し
た
場

合
に
支
払
う
）
に
お
い
て

就
職
が
な
か
っ
た
た
め
、

１
４
４
万
円
の
不
用
額
と

な
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、

ソ
フ
ト
事
業
で
、
総
合
戦

略
事
業
の
基
礎
調
査
に
お

い
て
、
入
札
残
な
ど
で
不

用
額
が
で
た
。

問　

需
用
費
に
お
い
て
、

大
幅
に
不
用
額
が
発
生
し

て
い
る
が
、
当
初
予
算
編

成
時
に
ど
う
い
っ
た
指
導

を
し
て
い
る
の
か
。

政
策
課
長
補
佐　

基
本
的

に
は
、
対
前
年
度
何
％

カ
ッ
ト
を
示
し
、
ま
た
前

年
度
の
実
績
等
を
勘
案
し
、

当
初
予
算
を
編
成
し
て
い

る
。

問　

М
Ｃ
Ａ
ワ
イ
ド
エ
リ

ア
利
用
料
と
は
。

政
策
課
長
補
佐　

М
Ｃ
Ａ

は
無
線
で
運
用
し
て
い
る

た
め
使
用
料
が
発
生
す
る
。

こ
の
使
用
料
を
一
般
社
団

法
人
の
移
動
セ
ン
タ
ー
に

支
払
っ
て
い
る
。

問　

小
・
中
学
生
医
療
費

助
成
金
（
町
単
独
分
）
は
、

現
物
給
付
は
あ
る
か
。

福
祉
課
長　

現
在
、
県
内

各
市
町
は
償
還
払
い
で
あ

る
が
、
来
年
度
に
向
け
現

物
給
付
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
で
協
議
中
で
あ

る
。

問　

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
任
意
予
防
で
な

く
、
必
ず
接
種
の
指
導
は

で
き
な
い
か
。

保
健
係
長　

広
報
等
で
周

知
し
て
い
る
。

問　

江
北
中
学
校
卒
業
祝

金
は
、
江
北
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
の
み
に
支
給
さ

れ
て
い
る
が
、
教
育
上
の

観
点
か
ら
、
江
北
中
学
校

に
通
わ
な
い
子
ど
も
に
も

支
給
す
べ
き
で
あ
り
、
こ

の
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

検
証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

副
町
長　

様
々
な
角
度
か

ら
検
証
し
、
次
年
度
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問　

西
部
広
域
処
理
施
設

（
伊
万
里
市
）
に
白
石
町

は
ご
み
の
分
別
が
さ
れ
て

い
な
い
と
聞
い
た
が
、
共

同
利
用
す
る
上
で
、
一
律

に
す
べ
き
で
な
い
か
。

環
境
課
長　

こ
の
こ
と
は
、

難
し
い
問
題
と
思
う
の
で
、

結
論
に
つ
い
て
は
し
ば
ら

く
時
間
を
頂
き
た
い
。

問　

循
環
社
会
形
成
啓
発

事
業
委
託
料
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

環
境
水
道
係
長　

住
民
か

ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
性
ご

み
の
減
量
化
に
有
効
で
あ

る
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
つ

い
て
普
及
推
進
に
係
る
啓

発
業
務
委
託
し
、
循
環
型

社
会
の
構
築
並
び
に
地
球

温
暖
化
防
止
を
目
的
と
し

た
も
の
。　

問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
、

生
ゴ
ミ
な
ど
の
取
り
組
み

に
、
町
民
の
意
識
が
後
退

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

一
般
会
計
決
算
の
認
定

特
別
会
計
決
算
の
認
定
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ま
た
、
河
川
、
山
に
ゴ
ミ

が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

町
民
参
加
型
の
取
組
み
を

検
討
し
て
は
。

環
境
課
長　

取
り
組
み
に

つ
い
て
、
検
討
す
る
。

問　

青
年
就
農
給
付
金
事

業
は
、
一
人
前
の
農
業
者

に
な
る
た
め
の
給
付
金
だ

が
、
成
果
は
。

産
業
課
長　

新
規
就
農
者

一
人
が
立
派
な
農
業
従
事

者
と
し
て
営
農
し
て
い
る
。

も
う
一
人
は
親
元
就
農
で
、

親
の
営
農
品
目
以
外
の
ア

ス
パ
ラ
な
ど
で
農
業
所
得

を
挙
げ
て
い
る
。

問　

さ
が
園
芸
農
業
者
育

成
対
策
事
業
費
補
助
金
を

５
組
織
に
補
助
し
て
い
る

が
、
面
積
の
拡
大
は
図
ら

れ
た
の
か
。

産
業
課
長　

全
体
で
１
３

８
ア
ー
ル
、
平
均
で
27
・

６
ア
ー
ル
。

問　

筑
後
川
下
流
白
石
平

野
土
地
改
良
事
業
負
担
金

１
億
９
０
０
万
円
の
歳
出

は
、
償
還
が
完
了
し
た
と

い
う
こ
と
か
。

産
業
課
長　

平
成
27
年
度

に
一
括
し
て
償
還
し
た
。

問　

農
産
加
工
所
の
利
用

頻
度
と
生
産
品
は
味
噌
以

外
に
新
た
に
作
っ
て
い
る

の
か
。

産
業
課
長　

利
用
に
つ
い

て
は
、
年
間
３
１
９
日
、

使
用
時
間
は
、
１
、
１
４

６
時
間
で
あ
る
。
ま
た
、

生
産
品
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
生
産
品
は
な
い
。

問　

公
共
下
水
道
事
業
の

接
続
状
況
は
。

環
境
課
長
補
佐　

公
共
は

普
及
人
口
７
、
３
５
１
人

に
対
し
、
水
洗
化
人
口

５
、
１
４
１
人
で
、
69
・

９
％
、
農
排
は
、
普
及
人

口
１
，
８
２
９
人
に
対
し
、

水
洗
化
人
口
１
，
５
３
１

人
で
、
89
・
１
％
、
浄
化

槽
は
、
普
及
人
口
３
９
４

人
に
対
し
、
水
洗
化
人
口

３
９
４
人
で
１
０
０
％
で

あ
る
。

問　

江
北
町
地
域
防
災
会

議
で
江
北
町
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
り
直
す
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
い
つ

頃
で
き
る
の
か
。

総
務
課
長　

住
民
に
分
か

り
や
す
い
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
た
め
、
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
等
含
め
、
防

災
士
会
と
も
協
議
し
た
い
。

問　
「
新
日
本
歩
く
道
紀

行
１
０
０
選
」
に
選
出
さ

れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

生
涯
学
習
係
長　

新
日
本

歩
く
道
紀
行
０
０
選
実
行

委
員
会
が
募
集
し
て
い
る

中
か
ら
、
歴
史
探
索
度

コ
ー
ス
に
応
募
し
、
２
０

０
以
上
の
応
募
の
中
か
ら

選
出
さ
れ
た
。

問　

小
学
校
の
西
部
型
授

業
と
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長
補
佐　

西
部
型
授
業
と
は
、
杵
島

郡
、
武
雄
市
、
伊
万
里
市
、

唐
津
市
で
、
授
業
の
仕
方
、

形
な
ど
の
学
習
パ
タ
ー
ン

の
ひ
な
型
を
作
成
し
た
も

の
。

問　

い
じ
め
が
１
件
出
て

い
る
が
、
い
じ
め
問
題
調

査
委
員
会
の
調
査
の
結
果

と
対
応
は
。

教
育
長　

年
２
回
の
調
査

を
実
施
し
て
い
る
中
で
、

１
件
報
告
が
あ
っ
た
。
対

応
と
し
て
は
、
解
決
に
向

け
て
調
査
委
員
会
で
協
議

を
し
、
組
織
を
も
っ
て
い

じ
め
に
対
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

問　

平
成
27
年
度
に
ア
イ

シ
グ
ナ
ル
を
使
っ
た
件
数

は
あ
っ
た
か
。

教
育
長　

数
年
前
は
１
件

報
告
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
な
い
。
こ
の
件
に
つ

い
て
は
、
鋭
く
キ
ャ
ッ
チ

す
る
よ
う
努
め
る
。

無
資
力
臨
鉱
ポ
ン
プ
特
別

会
計

問　

排
水
施
設
更
新
計
画

で
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
の
計

画
は
。

建
設
課
係
長　

各
排
水
施

設
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

耐
用
年
数
が
１
０
０
年
と

な
っ
て
お
り
、
２
年
に
１

回
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
更

新
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問　

国
庫
支
出
に
つ
い
て
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
医
療
費

が
上
が
っ
て
い
て
国
庫
支

出
金
が
下
が
る
の
は
ど
う

し
て
か
。

福
祉
課
長　

国
庫
支
出
金

の
負
担
金
は
、
一
般
被
保

険
者
の
分
が
対
象
と
な
る
。

今
回
、
全
体
的
な
医
療
費

は
0.5
％
の
伸
び
で
あ
っ
た

が
、
一
般
分
の
医
療
費
に

つ
い
て
は
若
干
下
が
っ
て

お
り
、
他
の
分
で
歳
入
が

あ
っ
た
の
で
調
整
し
て
国

の
療
養
給
付
金
が
９
％
下

が
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計
決
算

問　

保
険
料
収
納
率
は
１

０
０
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

殆
ど
年
金
天
引
き
。
天
引

き
の
人
、
そ
う
で
な
い
人

の
人
数
は
。

福
祉
課
長　

普
通
徴
収
対

象
者
数
は
、
平
成
28
年
３

月
時
点
で
１
８
６
名
。
特

別
徴
収
（
天
引
き
）
は
１

２
３
９
名
と
な
っ
て
い
る
。

問　

健
康
診
査
受
診
率
が

25
・
86
％
と
な
っ
て
い
る

が
、
県
内
20
市
町
で
何
番

目
か
。

保
健
係
長　

県
の
平
均
が

21
・
79
％
、
県
内
９
番
目

の
受
診
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
希
望
す
る
場
合
、
保

険
証
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

お
く
と
、
言
わ
な
く
て
も

薬
局
で
か
え
て
も
ら
え
る

の
か
。

福
祉
課
長　

処
方
箋
に
つ

い
て
は
医
師
の
許
可
が
な

い
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
出
せ
な
い
。
そ
れ
に

つ
て
は
広
域
連
合
な
ど
の

会
議
で
話
を
し
て
い
き
た

い
。　
　

下
水
道
特
別
会
計

問　

下
水
道
の
処
理
能
力

を
超
え
た
と
い
う
こ
と
で
、

住
民
に
規
制
が
あ
っ
た
。

そ
の
要
因
と
解
決
方
法
は
。

住
民
へ
ど
の
よ
う
な
呼
び

か
け
を
し
た
の
か
。

環
境
課
係
長　

原
因
は
不

明
水
。
管
か
ら
の
流
入
か
、

一
般
会
計
決
算
の
認
定

特
別
会
計
決
算
の
認
定
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宅
内
か
ら
の
流
入
か
分
か

ら
な
い
。
平
成
30
年
か
ら

長
寿
命
化
計
画
の
補
助
事

業
に
の
せ
て
不
明
水
対
策

を
お
こ
な
う
。

　

町
民
の
方
へ
は
、
水
の

使
用
を
で
き
る
だ
け
控
え

て
下
さ
い
と
い
う
事
と
、

風
呂
の
水
を
翌
日
排
水
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
。

水
道
特
別
会
計

問　

水
道
収
益
が
、
増
に

な
っ
た
理
由
は
。

環
境
課
長
補
佐　

給
水
収

益
と
加
入
金
が
主
な
要
因
。

新
規
加
入
者
は
１
４
５
件
、

原
宿
区
が
65
件
。
岩
屋
か

ら
移
ら
れ
た
方
も
新
規
加

入
と
し
た
。

問　

原
宿
団
地
は
町
営
住

宅
、
負
担
金
を
取
っ
て
い

い
の
か
、
一
般
会
計
か
ら

繰
り
出
す
べ
き
だ
。

副
町
長　

加
入
金
に
つ
い

て
は
、
65
戸
分
一
般
会
計

か
ら
支
出
し
て
い
る
。

企
画
費

問　

過
疎
地
域
自
立
支
援

に
つ
い
て
は
、
県
の
予
算

は
い
つ
か
ら
い
く
ら
ぐ
ら

い
あ
る
の
か
。　

政
策
課
長
補
佐　

平
成
18

年
６
月
15
日
施
行
と
な
り
、

補
助
の
対
象
経
費
と
し
て

は
最
大
50
万
円
以
内
。

問　

駅
弁
復
活
に
つ
い
て

は
、
駅
と
の
交
渉
は
町
が

行
う
の
か
。
そ
れ
と
も
委

託
業
者
が
行
う
の
か
。

政
策
課
係
長　

研
究
会
を

立
ち
上
げ
て
駅
弁
を
研
究

し
た
中
で
販
売
す
る
事
業

者
等
を
決
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
駅
構
内

で
は
販
売
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
事
で
駅
南
通

路
等
で
の
販
売
を
検
討
し

た
い
と
思
う
。

問　

駅
弁
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
は
。

政
策
課
長　

商
工
会
、
農

協
、
製
造
販
売
事
業
、
産

業
課
、
西
九
州
大
学
等
の

予
定
。

民
生
費

問　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

や
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
に
よ
る
副

作
用
は
、
理
解
し
て
い
る

か
。

保
健
係
長　

副
作
用
に
つ

い
て
は
、
予
防
接
種
を
し

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

た
だ
、
疼
痛
な
ど
の
副
作

用
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
定
期
接
種
で
は
あ
る

が
、
積
極
的
な
勧
奨
は
で

き
な
く
な
っ
た
。

体
育
施
設
費

問　

高
砂
運
動
広
場
の
ト

イ
レ
改
修
に
つ
い
て
、
下

水
道
の
整
備
は
終
了
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
上

小
田
の
弓
道
場
は
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
ま
た
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
係
長　

上

小
田
の
弓
道
場
は
下
水
道

に
接
続
し
て
い
る
。
高
砂

運
動
広
場
は
下
水
道
接
続

す
る
予
定
で
水
洗
化
の
工

事
費
を
計
上
し
て
い
る
。

農
林
水
産
事
業
費

問　

さ
が
の
米
・
麦
・
大

豆
競
争
力
強
化
対
策
事
業
、

23
万
２
千
円
消
費
税
相
当

分
と
い
う
こ
と
だ
が
分
母

は
。
詳
し
い
説
明
を
。

農
政
係
長　

標
準
事
業
費

と
し
て
、
大
豆
コ
ン
バ
イ

ン
７
２
５
万
２
千
円
。

産
業
課
長　

申
請
時
に
、

東
区
集
落
営
農
組
合
を
母

体
と
す
る
東
区
機
械
利
用

組
合
が
、
申
請
主
体
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
費

税
が
補
助
対
象
と
な
る
た

め
、
そ
の
分
を
計
上
。

東
区
機
械
利
用
組
合
は
大

豆
コ
ン
バ
イ
ン
を
保
有
し

て
い
な
い
。

商
工
費

問　

町
商
工
振
興
対
策
補

助
金
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

産
業
課
長　

商
工
会
の
販

売
促
進
会
議
に
お
い
て
、

３
０
０
万
円
の
事
業
を
ど

う
す
る
か
検
討
し
た
結
果
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

改修される高砂グランドトイレ 下水が整備された　弓道場

平
成
28
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
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各
常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ
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を
、
今
年
度
ま
で
お
こ
な

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
限
り
で
、
来
年

度
以
降
は
新
事
業
に
取
り

組
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問　

Ｊ
Ｒ
九
州
観
光
列
車

歓
迎
事
業
と
し
て
ど
う
い

う
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

産
業
課
長　

佐
世
保
駅
が

出
発
点
。
肥
前
山
口
駅
ま

で
は
単
線
で
、
ま
ず
大
塔
、

有
田
、
武
雄
、
肥
前
山
口
。

往
路
は
、
１
分
程
度
停
車
。

復
路
は
、
10
分
程
度
停
車
。

肥
前
山
口
か
ら
佐
賀
、
久

保
田
か
ら
唐
津
線
へ
、
多

久
、
終
点
唐
津
。

　

ス
イ
ー
ツ
ト
レ
イ
ン
と

い
っ
て
Ｊ
Ｒ
に
て
募
集
は

終
わ
っ
て
い
る
。

　

歓
迎
の
内
容
は
、
郷
土

芸
能
、
手
振
旗
、
歓
迎
横

断
幕
な
ど
。

橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画

問　

ど
の
よ
う
な
調
査
を

す
る
の
か
。
今
ま
で
ど
の

よ
う
な
長
寿
命
化
工
事
を

さ
れ
た
の
か
。

建
設
課
係
長　

ま
ず
、
ひ

び
割
れ
が
な
い
か
ど
う
か

と
い
う
の
が
一
番
大
き
い

と
こ
ろ
。
あ
と
は
断
面
的

に
破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
調
査
に
か
け
る
。

　

修
復
の
方
法
は
、
は
つ

り
を
い
れ
て
断
面
修
復
を

か
け
た
り
、
表
面
被
覆
と

い
う
こ
と
で
全
体
的
に
損

傷
が
進
行
し
な
い
よ
う
補

強
を
お
こ
な
っ
て
、
最
終

的
に
モ
ル
タ
ル
で
仕
上
げ

る
方
法
で
施
工
。

問　

説
明
は
５
橋
だ
が
、

地
図
で
は
６
橋
と
な
っ
て

い
る
が
。

建
設
課
長　

下
小
田
で
５

橋
、
も
う
１
橋
が
駅
南
の

い
き
い
き
橋
、
併
せ
て
６

橋
。　

下
水
道
の
更
新
計
画

問　

農
業
集
落
排
水
、
公

共
下
水
道
の
施
設
に
つ
い

て
、
更
新
の
年
度
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

環
境
課
係
長　

農
業
集
落

排
水
に
つ
い
て
は
27
年
度

か
ら
更
新
事
業
を
お
こ

な
っ
て
い
る
の
で
、
31
年

度
ま
で
で
、
全
施
設
の
更

新
は
終
わ
る
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

は
、
予
定
で
は
30
年
か
ら

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
、
長
寿
命
化
と
い
う

事
で
計
画
を
持
っ
て
い
る
。

一
、
江
北
町
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
す
る

条
例
。

（
国
の
法
改
正
に
よ
る
も

の
）

一
、
江
北
町
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
、
旅
費
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
。

（
新
制
度
の
も
と
不
要
に

な
っ
た
）

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
採

択一
、
臨
時
国
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
を
批
准
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
請
願

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

請

　
　願

発

　
　議

条
例
改
正

請

　
　願

発

　
　議

条
例
改
正

江北小学校図書館視察　図書システムが電子化された

ＪＲスイーツトレインのイメージ



 就労等により保護者が昼間家庭にいない児童を対象とした、江北町放課後児童クラブの入所申込を
下記のとおり受付いたします。
　入所希望の方は、提出期間内に江北町教育委員会こども教育課まで書類の提出をお願いします。
　平成２８年度に放課後児童クラブを利用されている方も、毎年申込みをお願いします。

◆ 書類配布　　平成28年10月31日（月）～平成28年11月18日（金）
◆ 配布場所　　江北町教育委員会こども教育課
　　　　　　　（江北町ホームページから様式をダウンロードできます）
◆ 提出期間　　平成28年11月7日（月）～11月18日（金）
◆ 提 出 先　　江北町教育委員会 こども教育課　　　※申込時に簡単な聞き取りをします。

　１　クラブ名　　　江北町放課後児童クラブ
　２　実施場所　　　こどもセンター　うるる内　２教室、江北小学校内　１教室
　３　児童定員　　　１０５名
　４　利用できる児童　　江北町内に居住する江北小学校の児童であり、保護者が以下の要件のいず
　　　　　　　　　　　　れかに該当すること
　　　　　　　　　　　　〇就労（家庭内就労も含）〇疾病、障害　〇家族の看護
　　　　　　　　　　　　〇出産（生後２か月まで）
　５　開所期間　　　平成29年４月１日～平成30年３月31日
　６　入所決定等　　提出していただいた書類をもとに、優先度を考慮した審査を行い決定しますの
　　　　　　　　　　で、申し込み順ではありません。また、入所状況や家庭の状況等により、入所
　　　　　　　　　　できない場合がありますのでご了承ください。　　　　　　　　　
　
【問合わせ先】　江北町教育委員会こども教育課子育て支援係　電話（直通）86－5623

平成29年度  江北町放課後児童クラブ入所申込について

有料広告

七五三のご案内
日時11月12日土13日日 15日火 10時から
子供達のすこやかな成長を氏神様に感謝し今後の御加護をお祈りしましょう。
千歳飴、お守り、記念品を差し上げます。記念写真をお撮り致します。

堤雄神社 江北町佐留志2630番地 ☎86-3348

※11月中はいつでも受け
　付けております。

有料広告

お客様大感謝祭 ： 太陽光 ＋ 蓄電池の展示会

場所 (酸素ルーム江北店 ) ： 11 月 26( 土 )9:00 ～ 17:00・27( 日 )9:00 ～ 16:00

・展示会へお越しの方は“高気圧（8人用） ・低気圧（20人用）・酸素ﾙｰﾑに無料体験できます。
・今話題の“電解水素水生成器”販売キャンペーンも実施中。

お問い合わせ先 ： 株式会社 三根 酸素ﾙｰﾑ江北店(江北町大字惣領分2458)  0952-97-6608

『江北町民の方へお知らせ』 【ご家族・友人等お誘い合わせの上、お気軽にお越し下さい】

議会だより議会だより

24広
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江北さん いらっしゃい !!
～ようこそ我が町へ～

Ｑ
　
江
北
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

Ａ  

14
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
で
戻
っ

て
き
た
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
故

郷
。人
と
人
の
交
流
が
盛
ん
で
、
寛

容
な
町
。

Ｑ
　
Ｒ
Ｉ
Ｏ
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ
　
子
ど
も
の
頃
か
ら
馬
が
大
好

き
で
し
た
。高
校
卒
業
時
に
競
馬

場
の
仕
事
に
つ
い
て
い
ま
し
た

が
、
商
業
と
し
て
馬
と
関
わ
る
事

に
抵
抗
を
感
じ
辞
め
ま
し
た
。江

北
町
に
戻
り
、
非
日
常
で
あ
る
馬

を
も
っ
と
人
に
近
い
場
所
で
関
わ

る
事
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
人
に

馬
と
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し
た

い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す

よ
。

Ｑ 

　
江
北
町
へ
の
思
い
は
？

Ａ
　 

江
北
町
は
素
晴
ら
し
い
景
観

が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
。Ｒ

Ｉ
Ｏ
の
前
に
広
が
る
景
色
を
見
て

く
だ
さ
い
。水
辺
の
上
に
町
が
見

え
て
閑
静
な
雰
囲
気
。な
か
な
か

地
元
に
い
た
ら
そ
の
魅
力
を
忘
れ

て
し
ま
い
が
ち
。外
か
ら
の
人
が

こ
の
魅
力
を
押
し
上
げ
、
内
に
い

る
人
が
新
し
い
魅
力
に
気
づ
く
。

そ
ん
な
、
よ
い
連
鎖
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、情
報
を
発
信
し
、町
民
と

し
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
江
北
町
議
会
へ
望
む
こ
と
は
？

Ａ
　
江
北
町
は
お
へ
そ
の
ま
ち
。

文
化
、芸
術
、教
育
の
中
心
地
と
し

て
他
の
町
に
は
な
い
新
し
い
施
策

を
ど
ん
ど
ん
打
ち
出
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。

文
化
、芸
術
、教
育
の
中
心
地
と
し
て

他
の
町
に
は
な
い
新
し
い
施
策
を

ど
ん
ど
ん
打
ち
出
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　
今
回
の
江
北
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
は
、Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｏ
代
表
の
永
松
良
太

さ
ん
に
お
願
い
を
し
ま
し

た
。

永
松
さ
ん
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

代表

馬と人の居場所
CLUB RIO
永松良太さん（35歳）

　
ス
ポ
ー
ツ
真
っ
盛
り
の

秋
。小
学
校
を
皮
切
り
に
、

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
、
永

林
寺
保
育
園
、
こ
と
ぶ
き

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
席
さ

せ
て
頂
き
、心
を
一
つ
に
、

融
和
と
が
っ
ち
り
組
ん
だ

ス
ク
ラ
ム
に
明
日
の
元
気

な
江
北
町
を
感
じ
ま
し

た
。

　
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
町
。
子
ど
も

達
が
元
気
な
町
。
町
民
の

皆
様
が
健
や
か
で
、
安
心

し
た
生
活
が
出
来
る
よ

う
、
議
員
一
同
し
っ
か
り

政
策
提
言
を
し
て
い
き
た

い
と
心
新
た
に
し
た
所
で

す
。

　
冬
に
向
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
、
皆
様
ど
う
ぞ
お
身

体
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
三
苫
）

編
集
後
記

広
報
委
員

　
三
苫
紀
美
子

　
土
渕
　
茂
勝

　
渕
上
　
正
昭

　
金
丸
　
祐
樹



 就労等により保護者が昼間家庭にいない児童を対象とした、江北町放課後児童クラブの入所申込を
下記のとおり受付いたします。
　入所希望の方は、提出期間内に江北町教育委員会こども教育課まで書類の提出をお願いします。
　平成２８年度に放課後児童クラブを利用されている方も、毎年申込みをお願いします。

◆ 書類配布　　平成28年10月31日（月）～平成28年11月18日（金）
◆ 配布場所　　江北町教育委員会こども教育課
　　　　　　　（江北町ホームページから様式をダウンロードできます）
◆ 提出期間　　平成28年11月7日（月）～11月18日（金）
◆ 提 出 先　　江北町教育委員会 こども教育課　　　※申込時に簡単な聞き取りをします。

　１　クラブ名　　　江北町放課後児童クラブ
　２　実施場所　　　こどもセンター　うるる内　２教室、江北小学校内　１教室
　３　児童定員　　　１０５名
　４　利用できる児童　　江北町内に居住する江北小学校の児童であり、保護者が以下の要件のいず
　　　　　　　　　　　　れかに該当すること
　　　　　　　　　　　　〇就労（家庭内就労も含）〇疾病、障害　〇家族の看護
　　　　　　　　　　　　〇出産（生後２か月まで）
　５　開所期間　　　平成29年４月１日～平成30年３月31日
　６　入所決定等　　提出していただいた書類をもとに、優先度を考慮した審査を行い決定しますの
　　　　　　　　　　で、申し込み順ではありません。また、入所状況や家庭の状況等により、入所
　　　　　　　　　　できない場合がありますのでご了承ください。　　　　　　　　　
　
【問合わせ先】　江北町教育委員会こども教育課子育て支援係　電話（直通）86－5623

平成29年度  江北町放課後児童クラブ入所申込について

有料広告

七五三のご案内
日時11月12日土13日日 15日火 10時から
子供達のすこやかな成長を氏神様に感謝し今後の御加護をお祈りしましょう。
千歳飴、お守り、記念品を差し上げます。記念写真をお撮り致します。

堤雄神社 江北町佐留志2630番地 ☎86-3348

※11月中はいつでも受け
　付けております。

有料広告

お客様大感謝祭 ： 太陽光 ＋ 蓄電池の展示会

場所 (酸素ルーム江北店 ) ： 11 月 26( 土 )9:00 ～ 17:00・27( 日 )9:00 ～ 16:00

・展示会へお越しの方は“高気圧（8人用） ・低気圧（20人用）・酸素ﾙｰﾑに無料体験できます。
・今話題の“電解水素水生成器”販売キャンペーンも実施中。

お問い合わせ先 ： 株式会社 三根 酸素ﾙｰﾑ江北店(江北町大字惣領分2458)  0952-97-6608

『江北町民の方へお知らせ』 【ご家族・友人等お誘い合わせの上、お気軽にお越し下さい】
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施設区分

江北町幼児教育
センター

江北幼稚園
江北町幼児教育

センター
江北保育園

社会福祉法人
ひとのね

永林寺保育園

町外保育園

町外各認定
こども園保育園

定員 住所
要件

所在地
連絡先

山口1153番地
☎0952-
86-4350

上小田2378番地
☎0952-
86-5271

各所

各所

年齢
平成29年
4月1日時点

3 歳児

～

5 歳児

江北町
教育委員会

こども教育課

（原則）
江北町

教育委員会
こども教育課

江北町
教育委員会

こども教育課

（原則）
江北町

教育委員会
こども教育課

0 歳児

～

5 歳児

130 人

100 人

90 人

各施設へ
お尋ね

ください

町内在住
者のみ

なし

なし

各施設へ
お尋ね

ください

各施設へ
お尋ね

ください

各施設へ
お尋ね

ください

入園申込書
認定申請書
配布場所

入園申込書
認定申請書
提出先

３．保育園をご利用になられる際の保育要件について

４．その他留意事項について

５．町外の幼稚園・町外の認定こども園幼稚園へ入園希望の保護者の皆様へ

○ 就労（ひと月あたり48時間以上就労）
○ 妊娠、出産　　○ 保護者の疾病、障害
○ 求職活動　　　○ 職業訓練校への就学
○ 同居又は長期入院等している親族の介護・看護
○ 災害復旧にあたっている　　　など

幼稚園・保育園・認定こども園に入園されたい場合、入園申込に加えて認定申請という手続きが必要です。
この認定制度は、次の区分に応じてお子さんごとに認定を行い、認定証を交付するものです。
認定証は、各入園希望施設の入園手続きの際に証明書として添付の必要があります。
認定証の有効期限は、認定ごとの各有効期限までとなりますが、有効期間内であっても次年度の入園申込
の際には、別途現況届の提出が必要です。

　平成2９年4月から江北町幼児教育センター（江北幼稚園・江北保育園）、永林寺保育園、町外各保育園、
町外各認定こども園保育園への入園を希望される方は、下記期間内にお申込みください。

　右の要件のいずれかを満たすとき、保育園
をご利用いただけます。
　なお、保育期間に期限がある要件もござい
ますので、詳しくはお問合せ先までお問合せ
ください。

○保育園の入園申込については、申請書のほか、就労証明書・自営申立書などの書類が必要です。
　（添付必要書類については、入園申込書に同封の要項をご覧ください。）
○現在通園中の方で、引き続き入園を希望される方も入園手続きが必要です。
○０～２歳児の新規お申込みにあたっては、第3希望まで必ずご記入をお願いします。
○ご希望の入所先、家庭状況、保育要件等から、総合的に入園選考を行います。

　町外各幼稚園と町外各認定こども園幼稚園へ入園希望の方は、原則は直接幼稚園へ入園申込・認定
申請をしていただく必要がありますが、園の所在市町村によっては、支給認定申請書のみ各市町村か
らの受取になっている場合があります。あらかじめ入園希望の各幼稚園へお尋ねください。各市町村
にて受取の場合は、江北町教育委員会こども教育課にてお受け取りいただけます。

認定申請について

入園申込について

【認定証の有効期限】

○配布日時：平成28年10月31日（月）～平成28年11月18日（金）　※土・日・祝日を除く
○配布場所：江北町教育委員会こども教育課
　　　　　 （江北町ホームページから、様式をダウンロードすることもできます。）

１．入園申込書・認定申請書の配布について

○申込期間：平成28年11月７日（月）～平成28年11月18日（金）　※土・日・祝日を除く
○申込方法：入園申込書・認定申請書に必要事項を記入の上、江北町教育委員会こども教育課
　　　　　（江北町公民館）へ直接ご持参ください。
※受付時に簡単な聞き取りをさせていただきます。

２．入園申込書・認定申請書の提出について

江北幼稚園・江北保育園・永林寺保育園・町外保育園・町外  認定こども園保育園へ入園を希望される保護者の皆様へ
 （入園申込・認定申請　についてのお知らせ）

※認定こども園保育園については、所在市町村によっては認定こども園保育園への直接申込の場合があり
　ます。あらかじめ入園希望の保育園へご確認ください。

お子様の年齢が
（平成29年4月1日現在）

満３歳以上で教育を希望・・・１号認定（幼稚園・認定こども園幼稚園）

満３歳以上で保育を希望・・・２号認定（保育園・認定こども園保育園）

満３歳未満で保育を希望・・・３号認定（保育園・認定こども園保育園）

１号の認定・・・・・小学校就学前まで

２号の認定・・・・・小学校就学前まで

３号の認定・・・・・満３歳の誕生日まで（誕生日以降は２号認定に自動的に切り替わります）

※江北町幼児教育センター（江北幼稚園・江北保育園）、永林寺保育園、町外各保育園、町外各
認定こども園保育園への入園申込は、手続きの簡素化のために認定申請を同時申請していただ
く予定です。

お問い合わせ　江北町教育委員会こども教育課　子育て支援係　0952-86-5623

26広
報こうほく 平成28年11月号



施設区分

江北町幼児教育
センター

江北幼稚園
江北町幼児教育

センター
江北保育園

社会福祉法人
ひとのね

永林寺保育園

町外保育園

町外各認定
こども園保育園

定員 住所
要件

所在地
連絡先

山口1153番地
☎0952-
86-4350

上小田2378番地
☎0952-
86-5271

各所

各所

年齢
平成29年
4月1日時点

3 歳児

～

5 歳児

江北町
教育委員会

こども教育課

（原則）
江北町

教育委員会
こども教育課

江北町
教育委員会

こども教育課

（原則）
江北町

教育委員会
こども教育課

0 歳児

～

5 歳児

130 人

100 人

90 人

各施設へ
お尋ね

ください

町内在住
者のみ

なし

なし

各施設へ
お尋ね

ください

各施設へ
お尋ね

ください

各施設へ
お尋ね

ください

入園申込書
認定申請書
配布場所

入園申込書
認定申請書
提出先

３．保育園をご利用になられる際の保育要件について

４．その他留意事項について

５．町外の幼稚園・町外の認定こども園幼稚園へ入園希望の保護者の皆様へ

○ 就労（ひと月あたり48時間以上就労）
○ 妊娠、出産　　○ 保護者の疾病、障害
○ 求職活動　　　○ 職業訓練校への就学
○ 同居又は長期入院等している親族の介護・看護
○ 災害復旧にあたっている　　　など

幼稚園・保育園・認定こども園に入園されたい場合、入園申込に加えて認定申請という手続きが必要です。
この認定制度は、次の区分に応じてお子さんごとに認定を行い、認定証を交付するものです。
認定証は、各入園希望施設の入園手続きの際に証明書として添付の必要があります。
認定証の有効期限は、認定ごとの各有効期限までとなりますが、有効期間内であっても次年度の入園申込
の際には、別途現況届の提出が必要です。

　平成2９年4月から江北町幼児教育センター（江北幼稚園・江北保育園）、永林寺保育園、町外各保育園、
町外各認定こども園保育園への入園を希望される方は、下記期間内にお申込みください。

　右の要件のいずれかを満たすとき、保育園
をご利用いただけます。
　なお、保育期間に期限がある要件もござい
ますので、詳しくはお問合せ先までお問合せ
ください。

○保育園の入園申込については、申請書のほか、就労証明書・自営申立書などの書類が必要です。
　（添付必要書類については、入園申込書に同封の要項をご覧ください。）
○現在通園中の方で、引き続き入園を希望される方も入園手続きが必要です。
○０～２歳児の新規お申込みにあたっては、第3希望まで必ずご記入をお願いします。
○ご希望の入所先、家庭状況、保育要件等から、総合的に入園選考を行います。

　町外各幼稚園と町外各認定こども園幼稚園へ入園希望の方は、原則は直接幼稚園へ入園申込・認定
申請をしていただく必要がありますが、園の所在市町村によっては、支給認定申請書のみ各市町村か
らの受取になっている場合があります。あらかじめ入園希望の各幼稚園へお尋ねください。各市町村
にて受取の場合は、江北町教育委員会こども教育課にてお受け取りいただけます。

認定申請について

入園申込について

【認定証の有効期限】

○配布日時：平成28年10月31日（月）～平成28年11月18日（金）　※土・日・祝日を除く
○配布場所：江北町教育委員会こども教育課
　　　　　 （江北町ホームページから、様式をダウンロードすることもできます。）

１．入園申込書・認定申請書の配布について

○申込期間：平成28年11月７日（月）～平成28年11月18日（金）　※土・日・祝日を除く
○申込方法：入園申込書・認定申請書に必要事項を記入の上、江北町教育委員会こども教育課
　　　　　（江北町公民館）へ直接ご持参ください。
※受付時に簡単な聞き取りをさせていただきます。

２．入園申込書・認定申請書の提出について

江北幼稚園・江北保育園・永林寺保育園・町外保育園・町外  認定こども園保育園へ入園を希望される保護者の皆様へ
 （入園申込・認定申請　についてのお知らせ）

※認定こども園保育園については、所在市町村によっては認定こども園保育園への直接申込の場合があり
　ます。あらかじめ入園希望の保育園へご確認ください。

お子様の年齢が
（平成29年4月1日現在）

満３歳以上で教育を希望・・・１号認定（幼稚園・認定こども園幼稚園）

満３歳以上で保育を希望・・・２号認定（保育園・認定こども園保育園）

満３歳未満で保育を希望・・・３号認定（保育園・認定こども園保育園）

１号の認定・・・・・小学校就学前まで

２号の認定・・・・・小学校就学前まで

３号の認定・・・・・満３歳の誕生日まで（誕生日以降は２号認定に自動的に切り替わります）

※江北町幼児教育センター（江北幼稚園・江北保育園）、永林寺保育園、町外各保育園、町外各
認定こども園保育園への入園申込は、手続きの簡素化のために認定申請を同時申請していただ
く予定です。

お問い合わせ　江北町教育委員会こども教育課　子育て支援係　0952-86-5623
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特定健診(集団健診)を追加実施します
　今年８月に行いました集団特定健診ですが、健診日の都合がつかず受けることができなかった方等
を対象に、集団健診を追加実施いたします。この機会にぜひ受診ください。
　病気の早期発見はもちろん、心臓病などの生活習慣病を予防するためにも、まだ特定健診を受診さ
れていない方は、健診を受けましょう。

◆特定健診・後期高齢者健診◆

【健診日程】

今年度８月に行った集団健診、および医療機関での個別健診を受診していない方

【注意事項】
・特定健診を受けられる方は、血液検査がありますので、できるだけ朝食は取らずにおいで下さい。

また、お茶や水等の飲水はかまいませんが、ジュース等の糖分のある飲み物は控えてください。
・血圧のお薬を内服中の方は、内服してかまいません。糖尿病のお薬は内服しないでください。
・受診票や受診券を紛失された方は、再発行しますのでご連絡ください。
・保健センターに車でお越しの際は、必ず駐車ゲートを通りネイブル駐車場に車を停めてください。
　保健センターにて、駐車券の無料処理をします。「だいちの家」駐車場には停めないでください。

※すでに、特定健診や脳ドックの助成を受けた方は、今回受診できません。ご注意ください。
※今年度中に江北町国民健康保険の「人間ドック」の助成をご希望の方は、特定健診を受診すると

助成が受けられませんので、ご注意ください。
　（人間ドック検査は、特定健診の健診内容を含んでいます）

江北町保健センター　 ℡７１－６３２４

日　 程 健診会場 受付時間

平成28年11月20日（日）

平成28年11月21日（月）
江北町保健センター（ネイブル） ８：３０～１０：３０

健診内容 料　金

問診

尿検査

身体測定

血圧測定

血液検査

医師の診察

・国民健康保険証
・７月に配布している受診券・受診票
・健康手帳・お薬手帳(お持ちの方)

・保険証
・７月に配布している受診券・受診票
・健康手帳・お薬手帳(お持ちの方)

５００円
※70歳以上の方は無料

無料

※ご都合のつく日程をご利用ください。

※ 年齢は、平成29年３月31日現在の年齢です。

対象者 持参するもの

３０歳以上の江北町
国民健康保険加入者

後期高齢者医療保険
加入者

・加入している保険者が発行する
　受診券
・保険証

受診券の記載額
※不明点は、各保険者
にお尋ねください。

社会保険の
被扶養者の方

(受診券をお持ちの方)

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～

がん検診を追加実施します
９月の集団がん検診を受けることができなかった方を対象に、がん検診を追加実施いたします。
２日間実施しますが、実施するがん検診の内容が異なりますのでご注意ください。

【注意事項】
・受診票を紛失された方、お持ちでない方は、再発行しますのでご連絡ください。
・保健センターに車でお越しの際は、必ず駐車ゲートを通りネイブル駐車場に車を停め、駐

車券を保健センターに持参ください。駐車券の無料処理をします。「だいちの家」駐車場
には停めないでください。

【持参するもの】
・８月に配布している検診受診票、健康手帳（お持ちの方）、検診料金

日　　程 検診項目 健診会場 受付時間
【健診日程】

平成28年11月20日（日）

平成28年11月21日（月）

子宮頸がん検診
乳がん検診

結核・肺がん検診
胃がん検診

江北町保健センター
（ネイブル）

８：30

10：30

検診項目 対象者 検診料金 注意事項
◆子宮頸がん検診・乳がん検診◆

子宮頸がん
20歳以上の

女性

40歳以上の
女性

600円

1,000円乳がん

※ 年齢は、平成29年３月31日現在の年齢です。70歳以上の方は、検診料金は無料です。

江北町保健センター　　℡７１－６３２４

町では2年に1回の検診となります。
H27年度および今年度に受診された方は受診できません。
生理中の方、妊娠中の方、子宮の手術をされた方は受診　
できません。
検診の開始時間は10時からです。

１日に受診可能な人数は、５５名です。(当日先着順)
町では2年に1回の検診となります。
H27年度および今年度に受診された方は受診できません。
妊娠中・授乳中の方、ペースメーカーを入れた方、乳房の
手術等、乳腺疾患で治療中の方、シャント留置がある方
は、受診できません。

検診項目 対象者 検診料金 注意事項
◆結核・肺がん検診、胃がん検診◆

肺がん 40～64歳の方

結核・肺がん 65歳以上の方

40歳以上の方

200円

1,000円胃がん

医療機関で、肺がんの治療中又は経過観察中の方、結核や
呼吸器疾患の治療を受けている方、妊娠中又は妊娠の可能
性のある方は受診できません。

胃や腸の手術をされた方、医療機関で胃腸の治療を受けてい
る方、妊娠中又は妊娠の可能性のある方は受診できません。
受診前日の夜10時以降から当日検査終了まで、何も食べ
ないでください。飲水については、当日の朝７時までに
コップ１杯程度（約200ｍｌ以内）の水のみは飲んでかま
いません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〜
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がん検診を追加実施します
９月の集団がん検診を受けることができなかった方を対象に、がん検診を追加実施いたします。
２日間実施しますが、実施するがん検診の内容が異なりますのでご注意ください。

【注意事項】
・受診票を紛失された方、お持ちでない方は、再発行しますのでご連絡ください。
・保健センターに車でお越しの際は、必ず駐車ゲートを通りネイブル駐車場に車を停め、駐

車券を保健センターに持参ください。駐車券の無料処理をします。「だいちの家」駐車場
には停めないでください。

【持参するもの】
・８月に配布している検診受診票、健康手帳（お持ちの方）、検診料金

日　　程 検診項目 健診会場 受付時間
【健診日程】

平成28年11月20日（日）

平成28年11月21日（月）

子宮頸がん検診
乳がん検診

結核・肺がん検診
胃がん検診

江北町保健センター
（ネイブル）

８：30

10：30

検診項目 対象者 検診料金 注意事項
◆子宮頸がん検診・乳がん検診◆

子宮頸がん
20歳以上の

女性

40歳以上の
女性

600円

1,000円乳がん

※ 年齢は、平成29年３月31日現在の年齢です。70歳以上の方は、検診料金は無料です。

江北町保健センター　　℡７１－６３２４

町では2年に1回の検診となります。
H27年度および今年度に受診された方は受診できません。
生理中の方、妊娠中の方、子宮の手術をされた方は受診　
できません。
検診の開始時間は10時からです。

１日に受診可能な人数は、５５名です。(当日先着順)
町では2年に1回の検診となります。
H27年度および今年度に受診された方は受診できません。
妊娠中・授乳中の方、ペースメーカーを入れた方、乳房の
手術等、乳腺疾患で治療中の方、シャント留置がある方
は、受診できません。

検診項目 対象者 検診料金 注意事項
◆結核・肺がん検診、胃がん検診◆

肺がん 40～64歳の方

結核・肺がん 65歳以上の方

40歳以上の方

200円

1,000円胃がん

医療機関で、肺がんの治療中又は経過観察中の方、結核や
呼吸器疾患の治療を受けている方、妊娠中又は妊娠の可能
性のある方は受診できません。

胃や腸の手術をされた方、医療機関で胃腸の治療を受けてい
る方、妊娠中又は妊娠の可能性のある方は受診できません。
受診前日の夜10時以降から当日検査終了まで、何も食べ
ないでください。飲水については、当日の朝７時までに
コップ１杯程度（約200ｍｌ以内）の水のみは飲んでかま
いません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

〜
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高額医療・高額介護合算療養費制度のお知らせ高額医療・高額介護合算療養費制度のお知らせ高額医療・高額介護合算療養費制度のお知らせ高額医療・高額介護合算療養費制度のお知らせ
高額医療・高額介護合算療養費制度とは？

　医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減するもので、世帯内の後期高齢者医
療制度の加入者の方全員が、一年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担（高額療養費等を除く）
を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給するものです。

平成２7年度分の支給要件・支給基準額

　世帯内の後期高齢者医療制度の加入者の方全員が、平成２7年８月から平成２8年７月末までに支払った
医療保険及び介護保険の自己負担額（高額療養費等を除く）が次の基準額を超える場合に、その超えた
額を支給します。

支給の対象となる方へのお知らせ及び申請手続きについての留意点

　支給の対象となる被保険者の方には、12月中旬にお知らせをする予定です。
　お知らせが届いた場合、江北町役場福祉課国保係へ申請してください。

時効についての留意点

　高額介護合算療養費の支給には２年間の時効があります。基準日（※）の翌日から時効のカウントが始
まりますので、基準日の翌日から２年の間に申請をしてください。２年を過ぎた場合は、支給できませんの
でご注意ください。
※基準日・・・毎年７月３１日
注）計算期間（８月～翌年７月）の途中で資格を喪失された方の基準日については、資格を喪失された日の
前日　（死亡の場合は、亡くなられた日）となります。

　次に該当する方には、申請の対象となる旨のお知らせができない場合があります。
　上記の支給要件を参考にされ支給の対象となるかどうかご確認いただき、具体的な手続きやご不明な
点については、佐賀県後期高齢者医療広域連合又は江北町役場福祉課国保係までご相談ください。

平成２７年８月から平成２８年７月末までの間に、
　●市町を越える転居をされた方（県外から転入された方など）
　●他の医療保険制度から後期高齢者医療制度に移られた方（７５歳の年齢到達者など）
　●後期高齢者医療の資格を喪失された方（亡くなられた方や生活保護を受け始めた方）

《お問い合わせ先》佐賀県後期高齢者医療広域連合　業務課
江北町役場　福祉課　国保係

☎ 0952-64-8476
☎ 0952-86-5614

【支給要件】

【支給基準額】
①　被保険者証の負担割合が「３割」となっている方
②　①・③・④以外の方
③　世帯員全員が市町村民税非課税の方
④　③のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下※の方
　　※年金収入80万円以下等

・・・・・・・・・・・・・・ ６７万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５６万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３１万円
・・・・・・・・・・ １９万円

（注）「上記の金額＋５００円」が基準額となり、自己負担がその額を超える場合に、
　　【自己負担－上記の額】を支給することとなります。
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11月のうるるカレンダー11月のうるるカレンダー

うるるんキッズ

ぴよぴよルーム 毎週金曜日（10:15～11:０0）
◎対象：満１歳～未就園児

第3・第5水曜日（1６:00～1７:０0）
◎対象：小学１年～６年生

読み聞かせ 第３月曜日（10:３0～11:０0）
◎対象：満１歳～未就園児

日 月 火 水 金

7
14

21（読み聞かせ）
28

木 土
1
8
15
22
29

6
13
20
27

3
10
17
24

4（秋見っけ）
11（ふれあい遊び）

18（玉ねぎ植え）
25（お誕生会

　 お弁当の日）

5
12
19
26

2
9

16（縄跳び大会）
23（勤労感謝の日）
30（キーホルダー作り）

種　別
香 　 典
供 　 花

そ の 他
合　計

件　数
0
0

14件
7

支出額
0
0

御 　 祝 7 23,000

86,272
63,272

（円）

※その他については全国大会出場に伴う激励費等です。（平成28年7月～平成28年9月分）

町　長
交際費

平成28年度

【お問い合わせ】
こども教育課　こどもセンター「うるる」
　　　　　　　電話 ６５－１２６５　

11 月は「食育月間」、毎月 19 日・第３金土日曜日は「食育の日」です
　正しい食習慣づくりは、子どもだけでなく大人にとっても大切です。国で定められている「食育推進基本計画」で
は、毎年６月を「食育月間」、毎月１９日を「食育の日」と定めています。佐賀県では、それに加え、毎年１１月も「食育月
間」とし、週末にゆっくりご家庭で食育について考えていただけるよう第 3 金・土・日曜日も「食育の日」と定め、
家庭における食育の推進に取り組んでいます。

「いただきます」「ごちそうさま」の意味をきちんと理解して言いましょう

「いただきます」の意味
私たちは何かを食べなくては生きてはいけません。
その何かは肉や魚、野菜など様々で、それら全てにも命があります。

「いただきます」は「あなたの命を私の命にさせていただきます。」という感謝の気持ちが込められています。
そして、料理を作ってくれた方、野菜を育ててくれた方、魚を獲ってくれた方など、食べ物が口に届くまで関
わったすべての方々への感謝の意味も込められています。

「ごちそうさま」の意味
ごちそうさまを漢字で書くと「御馳走様」。

「馳走」という字は「走りまわる」「奔走する」という意味です。
昔は今のように食材がお店で簡単に手に入らず、揃えることはとても大変なことでした。
そのため、お客様に食事を出すために馬を走らせたり、自ら狩りをしたり、走りまわって準備したそうです。
その様子から「馳走」と言う言葉に「もてなし」の意味が含まれるようになり、さらに丁寧語の「御馳走」とい
う、贅沢で豪華な料理をさすようになりました。
そして、そこまでして食事を用意してくれた方への感謝の気持ちを込めて「ごちそうさま」とあいさつするよ
うになりました。

１１月にとれる食材 『 れんこん 』
ビタミン C や食物繊維が豊富なので風
邪予防や便秘予防にも！

『食改の食育教室』が実施されます !!
★日程：平成２８年１１月８日（火）午前１０時～　★場所：ネイブル　集団指導室
★内容：食育に関するお話、親子で簡単な調理実習、手遊び、読み聞かせなど
★持参物：手拭きタオル、お茶、汚れてもいい服装又はエプロン
※ 材料の準備があるので保健センターへ事前に予約してください。（保健センター　71-6324）

れんこんの揚げびたし
材料（４人分）
・れんこん　　　　　２５０ｇ（約２節）
・片栗粉　　　　　　適量
・揚げ油　　　　　　適量
・貝割れ大根　　　　適量
≪合わせ調味料≫
・だし汁　　　　　　１００ｍｌ
・濃口しょうゆ、砂糖、酢　　各小さじ２
・塩　　　　　　　　少々
・赤唐辛子　　　　　１本
作り方
①れんこんは皮をむき、3 ～ 5mm 厚さの輪切りに

して水にさらす。
②バットに合わせ調味料を混ぜる。
③ペーパータオルで①のれんこんの水気をふきと

り、片栗粉の入ったビニール袋にいれ、ふりながら
片栗粉をよくまぶし、170 度に熱した油でカラリ
と揚げ、熱いうちに②に浸して、味をなじませる。

④皿に盛り付け、漬け汁を回しかけて、貝割れ大根
を飾る。
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森

　
９
月
22
日
に
子
育
て
マ
マ
タ

ウ
ン
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
、
多
く
の
マ
マ
さ
ん

た
ち
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
私
も
取
材
で
会
場
に
い
た
の

で
す
が
、嬉
し
い
所
を
見
か
け
ま

し
た
。そ
れ
は
、
当
日
初
め
て
会

う
マ
マ
さ
ん
た
ち
が
連
絡
先
を

交
換
し
て
い
た
こ
と
で
す
。同
じ

考
え
や
悩
み
を
持
つ
親
同
士
が

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
に
、繋
が
り

が
広
が
っ
て
い
く
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
わ
さ

れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
11
月
３
日
に
は
、ビ
ッ
キ
ー
ふ

れ
あ
い
祭
り
２
０
１
６
が
開
催

さ
れ
ま
す
。繋
が
り
を
探
し
に
来

場
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？

ビッキーのビッキーの

難
病
医
療
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

　
難
病
患
者
の
方
や
身
体
の
不
調
に
不
安
を
持
つ
方
等
を
対
象
に
、
医
療
及
び
日
常
生
活
に

関
す
る
相
談
や
助
言
指
導
を
行
い
、
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に｢

難
病
医
療

相
談｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
　
平
成
28
年
11
月
29
日(

火)

　
15
：
00
〜
16
：
30
（
要
予
約
）

■
場
　
所
　
　
鹿
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

エ
イ
ブ
ル
（
研
修
室
Ａ
）

■
相
談
医
　
　
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
鈴
山 

耕
平
先
生
（
神
経
内
科
医
）

■
対
象
者
　
・
声
が
出
に
く
い
、
歩
き
に
く
い
、
転
び
や
す
い
、
手
足
の
力
が
弱
っ
た
等
の

　
　
　
　
　
　
何
ら
か
の
症
状
が
あ
る
が
診
断
が
つ
い
て
い
な
い
方

　
　
　
　
　
・
神
経
難
病
患
者(

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
等)

で
セ
カ
ン
ド
オ

　
　
　
　
　
　
ピ
ニ
オ
ン
的
に
相
談
を
し
た
い
方
等

■
問
い
合
わ
せ
　
杵
藤
保
健
福
祉
事
務
所
　
℡
０
９
５
４-

２
２-

２
１
０
５

　
11
月
９
日
（
水
）
か
ら
11
月
15
日
（
火
）
ま
で
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
杵
藤
地
区
火
災
予
防
条
例
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火
災
で
の
死
傷
者
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
家
族
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
、
悪
質
な
訪
問
販
売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
悪
質
業
者
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
白
石
消
防
署
　
℡
０
９
５
２-

８
４-
３
２
８
３

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

★
虐
待
か
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
　
１
　
　
８
　
　
９
　

※

江
北
町
で
は
、
児
童
虐
待
を
は
じ
め
と
し
た
保
護
を
必
要
と
す
る
児
童
の
早
期
発
見
、
お

よ
び
適
切
な
支
援
を
図
る
た
め
、
児
童
相
談
所
・
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り

組
織
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
「
江
北
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を
設
置
し
、

子
ど
も
と
家
庭
を
支
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
出
産
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
疑
問
の
あ
る
方
は
、
児
童
相
談
所
・
江
北
町
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
佐
賀
県
中
央
児
童
相
談
所
　
　
　
℡
０
９
５
２-

２
６-

１
２
１
２

　
　
　
　
江
北
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
℡
０
９
５
２-

７
１-

６
３
２
４

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
28
日
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
20
日
ま
で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
５
２-

２
２-

３
３
０
８
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

放
送
大
学
　
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

■
日
　
時
　
平
成
28
年
11
月
19
日
（
土
）
受
付
：
12
時
半
〜
　
　
■
会
場
　
ネ
イ
ブ
ル

■
対
　
象
　
が
ん
患
者
又
は
そ
の
家
族
30
名
（
受
付
順
）

■
内
　
容
　
13
時
00
分
〜
14
時
00
分  

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」※

ゆ
っ
く
り
で
き
る
軽
運
動
で
す
。

　
　
　
　
　
14
時
00
分
〜
16
時
00
分
　
親
睦
交
流
会

■
参
加
料
　
お
一
人
　
３
０
０
円

　
　
　
　
　※

佐
賀
県
総
合
保
健
協
会
か
ら
会
場
ま
で
、
車
に
よ
る
送
迎
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
の
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
家
族
同
伴
の
有
無
を
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
電
話
受
付
（
毎
週
月
・
水
・
金
の
み
　
９
時
半
〜
13
時
　
14
時
〜
16
時
半
）

■
申
込
期
限
　
11
月
11
日
（
金
）

■
お
問
合
せ
　
佐
賀
県
が
ん
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

２
４
６-

３
８
８

平
成
28
年
度
が
ん
患
者
・
家
族
の
集
い
の
会

お
知
ら
せ

　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ（
自
動
車
事
故
対
策
機
構
）で
は
、交
通
事
故
被
害
者
を
支
え
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

自
損・他
損
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
援
制
度

　
○
対
象
者
　
自
動
車
事
故
に
よ
り
、脳・脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、重
度
の
後
遺
障
害
に
よ

　
　
　
　
　
　
り
日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
常
時
ま
た
は
随
時
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方

　
○
支
援
額
　
①
常
時
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
　
５
８
，５
７
０
円
〜
１
３
６
，８
８
０
円

　
　
　
　
　
　
②
随
時
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
　
２
９
，２
９
０
円
〜
５
４
，０
０
０
円

■
交
通
遺
児
等
貸
付
制
度（
無
利
子
貸
付
）

　
○
対
象
者
　
自
動
車・バ
イ
ク
事
故
が
原
因
で
死
亡
し
た
り
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の

　
　
　
　
　
　
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子
ど
も

　
○
申
込
者
　
対
象
者
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

　
　
　
　
　
　※

市
民
税
を
免
除
ま
た
は
均
等
割
の
み
を
納
付
さ
れ
て
い
る
家
庭
な
ど
に
限
る

　
○
貸
付
額
　
一
時
金
：
１
５
５
，０
０
０
円
　
月
額
：
１
０
，０
０
０
円
ま
た
は
２
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
入
学
支
度
金
（
小
中
学
校
入
学
時
）
：
４
４
，０
０
０
円

　
○
返
済
期
間
　
20
年
以
内

■
問
い
合
わ
せ
　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
　
佐
賀
支
社
　
℡
０
９
５
２-
２
９-

９
０
２
３

交
通
事
故
被
害
者
援
護
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
10
月
中
に
各
世
帯
に
配
布
し

て
い
る
祭
り
の
チ
ラ
シ
（
メ
イ

ン
会
場
　
古
代
米
カ
レ
ー
の
金

額
）に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）３
０
０
円

（
正
）４
０
０
円

カ
レ
ー
ル
ー
の
み
３
０
０
円

ビ
ッ
キ
ー
ふ
れ
あ
い
祭
り

２
０
１
６
チ
ラ
シ
の
訂
正

つ
い
て

い
ち

は
や

く
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いきいき健康カレンダー

※武雄地区休日急患センター
・診察時間：午前9時～午後5時（日曜・祝日）　　小児夜間救急（診療）：午後7時～午後9時（土曜・日曜・祝日）

新着本おすすめ

『きつねみちは、天のみち』

『がんばるぞう』

『どんぐりむらのだいくさん』

『どこかでだれかがねむくなる』

●随時、新しい本が入ってきています。新着本など、本の検索は
ネイブルのホームページからでもできますので、どうぞご利
用ください。

●リクエストも受付けております。お気軽にカウンターまでど
うぞ。

●毎月第３土曜日におはなし会を行っています。
　 次回は11月19日（土）午後２時からです。　　　　　　
●ネイブルからのお願い：本を借りる人は、
　バッグをご持参下さい。

絵　本

『へんしんおてんき』
あきやま  ただし・作/絵

松成  真理子・絵

塚本  やすし・作/絵

なかや  みわ・作

クリストファー・サイラス・ニール・絵

他

11月
4金

11金
11金
17木
20日
20日
21月
21月
22火
25金
29火

1歳半健診
健康相談
乳幼児相談
2か月児教室
乳がん・子宮がん検診
特定健診
結核・肺がん・胃がん検診
特定健診
ベビーとママのにこにこ教室
乳児健診
離乳食教室

13:00～13:15
9:30～10:30
9:30～10:30
9:30～ 9:45
8:30～10:30
8:30～10:30
8:30～10:30
8:30～10:30
9:45～10:00

13:00～13:15
10:15～10:30

13:00～15:00
9:30～11:30
9:30～11:30
9:45～11:30
8:30～10:30
8:30～10:30
8:30～10:30
8:30～10:30

10:00～11:00
13:00～13:15
10:30～12:00

保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

事 　 業 　 名 受付時間 時間帯 場　所

『地球を旅する生き物たち』

『ただしいもちかたの絵本』

『五七五の夏』

『わたしがここにいる理由』

児童書

『笑われたくない！』
手嶋  ひろ美・作

樋口  広芳・監修

ＷＩＬＬこども知育研究所編・著

万乃華  れん・著

片川  優子・作

『九州だからできたおもてなし』

『「偶然」と「運」の科学』

『「揚げない」揚げもの』

『失踪者』

『何様』

一般書

『ファミリア創業者
坂野惇子』

中野　明・著

産経新聞九州総局・著

マイケル・ブルックス・編

石原  洋子・著

下村  淳史・著

朝井  リョウ・著

図書コーナーより

白石消防署管内　日曜・祭日在宅医当番予定表
月

11

日

3
6
13
20
23
27

木・文化の日
日曜日
日曜日
日曜日

水・勤労感謝の日
日曜日

0952-86-2533
0954-65-2046
0952-37-5593
0952-84-6060
0952-84-2842
0952-86-3231

0954-65-2066
0954-65-3129
0952-82-3161
0952-86-2070
0954-65-3129
0954-65-2059

古賀小児科内科病院（江北町）
溝口医院（白石町）
かわぞえ内科ｸﾘﾆｯｸ（白石）
白石共立病院（白石町）
有明医院（白石町）
藤崎医院（江北町）

有島クリニック（白石町）
高島病院（白石町）
順天堂病院（大町町）
古賀病院（江北町）
高島病院（白石町）
森外科医院（白石町）

曜日
当番施設名 電話番号 当番施設名 電話番号

内　　　　　科 外　　　　　科
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日 月 火 水 木 金 土

5

6 7 8 9 10 11

321 4

12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24

12月3日

25 26

27 28 29 30 12月1日 12月2日

可燃物 可燃物

可燃物 可燃物

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック
資源物

不燃物

粗大ごみ

可燃物粗大ごみ

不燃物

可燃物粗大ごみ

可燃物

可燃物

不燃物

不燃物

可燃物

可燃物

不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

・心配ごと相談日・女性のための相談日

・ビッキーふれあい祭り
  2016
・老人福祉大会
・文化協会発表会

・日曜役場
（町民課窓口業務のみ）

・自治功労者表彰

文化の日

勤労感謝の日
・心配ごと相談日
 および行政相談日

・第1回リレーマラソン
　　　　　　in こうほく

・無料法律相談
 （前日までに要予約）

・「或る列車」が
 　　　やってくる!

・消費生活相談
・窓口延長サービス
（町民課窓口業務のみ）

・窓口延長サービス
（町民課窓口業務のみ）

・消費生活相談
・窓口延長サービス
（町民課窓口業務のみ）

・消費生活相談
・窓口延長サービス
（町民課窓口業務のみ）

毎週火曜日は　　
窓口延長サービス 
役場開設19時まで

（町民課窓口業務のみ）

2016年11月くらしのカレンダー

A地区指定日
新宿、土元、門前、
東分、西分、花祭、
高砂、上惣、宿（バ
イパス南を含む全
地区）

B地区指定日
観音下、石原、新町、
上区、岳、鹿ノ口、白
木、平山、仲町、浪花
町、日ノ出、原宿

C地区指定日
上分、下分、野口、
下惣、馬場、祖子
分、江口、正徳、八
北、八中、八南、東
区、大西、南郷

※11月は、粗大ごみ収集月です。家電５品目
（エアコン・テレビ・冷凍･冷蔵庫・洗濯機・
衣類乾燥機）、パソコンは回収できません。

※また２ｍ以上の粗大ごみは出すことができ
ませんので、２ｍをこえる物は２ｍ以内に
収まるようにして出していただくようお願
いします。

BC地区
共通

リ

★買物には、マイバックを持参しましょう!

N
o.282

編
集

発
行

／
江

北
町

役
場

政
策

課
　

佐
賀

県
杵

島
郡

江
北

町
大

字
山

口
1651番

地
1

　
　

　
　

　
TEL 0952 -86 -5612  FAX 0952 -86 -2130

11月
号

発
行

日
／

平
成

28年
11月

1日
広
報
こ
う
ほ
く

・生ごみの水分はよく切りましょう。ごみ減量化にご協力お願いします。
・町指定のごみ袋に氏名・区名のご記入をお願いします。　
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